
研究成果報告書 (本編 )  

 

 

 

 

 

 

平成 2 9 年度札幌国際大学奨励研究費  

「平安時代の国際関係史料の調査

とその翻刻による研究基盤整備  

(報告書－本編)」  

平成 3 0 年 3 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究実施者  篠崎  敦史 (人文学部現代文化学科助教 )  

研究期間  平成 29 年 6 月 15 日～平成 3 0 年 3 月 3 1 日  

 



1、 研 究 の 概 要  

ⅰ )研 究 目 的  

 本 研 究 は 、 平 成 2 9 年 度 札 幌 国 際 大 学 奨 励 研 究 に 基 づ き 、 平 成 2 9

年 6 月 1 5 日 ～ 平 成 3 0 年 3 月 3 1 日 の 間 、 行 わ れ た も の で あ る 。  

 な お 、 本 報 告 書 は 、 研 究 期 間 内 に お け る 活 動 を 中 心 に 記 載 し 、 調

査 対 象 の 学 術 的 、書 誌 学 的 、研 究 成 果 に 関 わ る も の に つ い て は 別 途 、

論 文 な ど の 形 で 発 表 す る 。  

 

 本 研 究 の 目 的 は 、 宮 内 庁 書 陵 部 所 蔵 の 『 水 左 記 』 の 自 筆 本 と 、 東

京 大 学 史 料 編 纂 所 所 蔵 の 『 日 本 運 上 録 』 の 調 査 を 行 い 、 こ れ を 通 じ

て 、 両 史 料 の 翻 刻 、 活 字 化 の 前 提 の 作 業 を 実 施 す る と も に 、 関 連 す

る 史 料 を 収 集 し 、 そ れ に 関 わ る 論 文 執 筆 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。

こ れ を 通 じ て 、 平 安 時 代 の 日 本 と 東 ア ジ ア の 豊 か な 歴 史 、 関 係 を 浮

き 彫 り に な る と 考 え て い る 。  

 本 研 究 の 最 大 の 意 義 は 、 従 来 、 存 在 は 知 ら れ て い た が そ の 本 文 が

翻 刻 さ れ て お ら ず 、 研 究 者 が 容 易 に ア ク セ ス す る こ と が で き な か っ

た 史 料 に つ い て 、 そ の 問 題 を 解 消 し 、 以 後 の 研 究 の 基 盤 を 整 備 す る

こ と に あ る 。  

 

ⅱ )本 研 究 の 着 想 に 至 る 経 緯  

 本 研 究 の 着 想 に 至 る 経 緯 と 研 究 開 始 前 の 準 備 状 況 で あ る が 、 研 究

実 施 者 が か つ て  

 ①「 高 麗 王 文 宗 の「 医 師 要 請 事 件 」と 日 本 」 (『 ヒ ス ト リ ア 』 2 4 8、

2 0 1 5 年 ) 

 ② 「 1 0～ 1 1 世 紀 の 日 宋 交 渉 と 入 中 僧 」 (『 ヒ ス ト リ ア 』 2 5 5、 2 0 1 6

年 ) 

の 2 つ の 論 文 を 発 表 し た 際 の 事 前 調 査 を 基 礎 と す る 。  

 ① の 執 筆 時 、 本 研 究 の 調 査 対 象 の 『 水 左 記 』 自 筆 本 を 宮 内 庁 書 陵

部 に 調 査 に 行 き 、 ② の 際 は 、 も う 一 つ の 調 査 対 象 の 『 日 本 運 上 録 』

を 実 見 し に 行 っ た 。 し か し い ず れ の 場 合 も 、 調 査 に 十 分 な 時 間 や 複



写 を 確 保 す る こ と が で き な か っ た 。  

 そ の た め 、 本 研 究 で よ り 詳 し い 調 査 と 、 上 記 目 的 の た め の 環 境 整

備 を 行 う こ と が 必 要 と 判 断 し 、 応 募 し た 次 第 に な る 。  

 

ⅲ )研 究 対 象 に つ い て 1― 『 水 左 記 』  

 以 下 、 本 研 究 が 対 象 と し た 二 つ の 史 料 ― 『 水 左 記 』 と 『 日 本 運 上

録 』 に つ い て の 基 礎 的 知 見 に つ い て 記 述 す る 。 な お 、 下 記 の 知 見 は

基 本 的 に 先 行 研 究 に お っ て い る (後 掲 の 参 考 文 献 一 覧 参 照 )。  

 

 『 水 左 記 』 は 、 平 安 中 期 の 公 卿 、 源 俊 房 ( 1 0 3 5～ 1 1 2 1 )の 日 記 で あ

る 。  

 本 史 料 の 最 大 の 価 値 は 、 俊 房 の 自 筆 本 が 一 部 現 存 し て い る こ と と

同 時 に 、1 1 世 紀 後 半 に お き た 日 本 と 高 麗 の 外 交 交 渉 に 関 わ る 記 述 が

み え る 点 に あ る 。 こ れ は 日 本 史 の み な ら ず 、 世 界 史 的 観 点 か ら も 極

め て 希 有 な 史 料 と い え る 。 と り わ け 、 高 麗 の 王 を 「 高 麗 皇 帝 」 と 記

し て お り 、 日 本 の み な ら ず 、 当 該 期 高 麗 が い か な る 自 尊 意 識 や 対 日

観 を 持 っ て い た の か を さ ぐ る 上 で 重 要 な 位 置 に あ る も の と い え る 。

一 方 、 本 史 料 の 問 題 点 と し て は 、 『 史 料 大 成 』 が 未 収 録 の 記 事 が あ

る と い う 点 に 求 め ら れ る 。 特 に 前 述 し た 高 麗 と の 外 交 に 関 わ る 部 分

は 、 自 筆 本 に あ る に も 関 わ ら ず 、 『 史 料 大 成 』 な ど が 翻 刻 し て い な

い も の が あ る 。 そ の た め 、 日 麗 交 渉 に つ い て は 刊 行 さ れ て い る 書 籍

か ら で は そ の 全 容 が 追 え ず 、 自 筆 本 を み な け れ ば な ら な い 部 分 が 存

在 し て い る の で あ る 。  

 

 調 査 の 前 提 と な る『 水 左 記 』の 全 容 で あ る が 、田 島 公「 文 庫 論 」(『 岩

波 講 座 日 本 歴 史  第 2 2 巻  歴 史 学 の 現 在 』 所 収 、 2 0 1 6 年 、 岩 波 書

店 )に 拠 れ ば 、日 次 記 7 巻 と 別 記 1 巻 が 残 存 し て い る と の こ と で あ る 。

そ の 内 訳 で あ る が 、  

  ① 康 平 7 年 ( 1 0 6 4 )上 ・ 下 ― 書 陵 部 (伏 見 宮 本 ) 

  ② 承 保 4 年 ( 1 0 7 7 )下   ― 尊 経 閣  



  ③ 承 暦 4 年 ( 1 0 8 0 )上 ・ 下 ― 書 陵 部 (柳 原 家 本 ) 

  ④ 承 暦 5 年 ( 1 0 8 1 )下   ― 尊 経 閣  

  ⑤ 永 保 4 年 ( 1 0 8 4 )上   ― 書 陵 部 (伏 見 宮 本 ) 

  ⑥ 永 保 4 年 ( 1 0 8 4 )別 記 (正 月 任 大 臣 大 饗 )― 書 陵 部 ・ 伏 見 宮  

と な る 。 本 研 究 が 対 象 、 調 査 し た の は 、 前 述 し た 日 麗 交 渉 に つ い て

記 述 さ れ た「 書 陵 部 (宮 内 庁 書 陵 部 )」所 蔵 本 で あ り 、上 記 の ① 、③ 、

⑤ 、 ⑥ と な る 。  

 書 陵 部 が 所 蔵 し て い る 『 水 左 記 』 の 伝 来 過 程 で あ る が 、 田 島 氏 に

よ れ ば 、 南 北 朝 前 期 に 北 朝 の 持 明 院 統 、 室 町 時 代 前 期 に 伏 見 宮 家 が

収 蔵 し て い た が (一 部 は 蓮 華 王 院 が 持 っ て い た そ う で あ る )、 江 戸 時

代 中 期 か ら 後 期 に か け て 、 前 田 家 と 柳 原 家 に 渡 り 、 現 在 、 書 陵 部 と

尊 経 閣 が 所 蔵 す る よ う に な っ た と の こ と で あ る 。 特 に ③ の 柳 原 家 本

は 、宮 内 庁 に 伝 領 し た 経 緯 に 不 明 な 点 が 残 る も の の 、お そ ら く 1 9 2 7

年 に 宮 内 省 (名 称 は 当 時 の も の )の 所 管 に な っ た と 推 測 さ れ て い る 。

本 研 究 で 実 施 者 が 東 京 の 宮 内 庁 書 陵 部 図 書 寮 に 調 査 に 出 向 き 、 そ の

た め の 予 算 を 計 上 し た の は こ れ が 理 由 に よ る 。  

 

ⅳ )研 究 対 象 に つ い て 2― 『 日 本 運 上 録 』  

 次 に 『 日 本 運 上 録 』 で あ る が 、 こ れ は 詳 細 が 不 明 の 史 料 で あ る 。

現 在 の と こ ろ 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 所 蔵 の 本 し か 確 認 さ れ て お ら

ず 、写 本 な ど も 含 め 、〝 い つ 、ど こ で 、誰 に よ っ て 書 か れ た 〟 な ど 、

そ の 書 誌 学 的 情 報 は ほ ぼ 皆 無 で あ る 。 そ の た め 、 こ れ に つ い て も 東

京 大 学 へ の 調 査 が 必 須 と 考 え 、 旅 費 を 予 算 と し て 要 求 し た 。  

 本 史 料 の 重 要 な 点 は 、 1 1 世 紀 初 頭 、宋 か ら 牒 が 来 た と の 記 事 が あ

り 、 こ れ を 伝 え る 唯 一 の も の で あ る と い う 点 に あ る 。 こ れ が 平 安 時

代 の 日 宋 関 係 を 考 え る 上 で 貴 重 な 情 報 で あ る こ と は 間 違 い が な い 。

一 方 で 、従 来 、『日 本 運 上 録 』が 詳 し く 調 査 さ れ た こ と が な か っ た 。

そ の た め 、 こ れ に 記 さ れ た 情 報 が ど の 程 度 の 信 憑 性 が あ る の か す ら

不 明 で 、先 に み た 1 1 世 紀 初 頭 の 宋 か ら の 牒 も 、果 た し て 史 実 な の か

ど う か も 曖 昧 で あ る 。 こ の 問 題 点 を 解 消 す る た め に は 、 『 日 本 運 上



録 』 の 詳 し い 調 査 が 必 要 で あ る と 考 え 、 そ の た め の 調 査 を 実 施 し た

次 第 に な る 。  

 

2、 要 求 し た 予 算 額 と そ の 使 途 に つ い て  

 本 節 で は 本 研 究 の た め に 札 幌 国 際 大 学 に 要 求 し た 予 算 額 と 、 そ の

使 途 、 理 由 、 残 金 な ど に つ い て 述 べ る 。 実 施 者 が 要 求 し た 額 と 、 出

費 、 残 金 は 下 記 に な る 。  

 

 

 

予 算 額  

 

支 出  

 

残 金  

 

備 考  

 

旅 行 交 通 費  

 

1 5 0 0 0 0円  

 

1 2 2 7 6 0円  

 

2 7 2 4 0円  

 

 

 

雑 費 (ア ル

バ  

イ ト 含 む ) 

 

3 8 0 0 0円  

 

 

0円  

 

 

3 8 0 0 0円  

 

 

使 用 せ ず  

 

 

雑 費 (文 献

複 写  

費 ) 

 

5 0 0 0 0円  

 

 

2 5 3 8 3円  

 

 

2 4 6 1 7円  

 

 

 

 

 

図 書 費  

 

5 0 0 0 0円  

 

3 1 1 0 4円  

 

1 8 8 9 6円  

 

 

 

合 計  

 

 

2 8 8 0 0 0円  

 

 

1 7 9 2 4 7円  

 

 

1 0 8 7 5 3円  

 

 

 

 

 

ⅰ )旅 行 交 通 費 に つ い て  

 本 予 算 の 目 的 は 、 『 水 左 記 』 、 『 日 本 運 上 録 』 の 調 査 の た め 、 北

海 道 (新 千 歳 空 港 )か ら 、所 蔵 機 関 の あ る 東 京 (宮 内 庁 書 陵 部 、東 京 大

学 史 料 編 纂 所 )に ま で 行 く た め の も の で あ る 。  

 両 史 料 の 調 査 は 、 平 成 2 9 年 8 月 2 2 日 か ら 2 5 日 に か け て 行 っ た 。



宿 泊 施 設 は 全 日 「 ス ー パ ー ホ テ ル L o h a s 東 京 駅 八 重 洲 中 央 口 」 で あ

っ た 。 調 査 の 概 略 は 、  

  

・ 8 月 2 2 日  北 海 道 を 出 発 。東 京 着 。の ち 、宮 内 庁 書 陵 部 で『 水 左

記 』 の 調 査  

・ 8 月 2 3 日  宮 内 庁 書 陵 部 で 『 水 左 記 』 の 調 査  

・ 8 月 2 4 日  東 京 大 学 史 料 編 纂 所 で 『 日 本 運 上 録 』 の 調 査  

・ 8 月 2 5 日  東 京 大 学 史 料 編 纂 所 で『 日 本 運 上 録 』の 調 査 。東 京 か

ら 北 海 道 へ  

 

と な る 。  

 以 上 の 日 数 は 調 査 時 間 に 過 不 足 を 発 生 さ せ な い 適 当 な も の で あ っ

た と 判 断 し て い る 。 ま た 、 調 査 対 象 地 近 辺 に 宿 泊 で き た こ と に よ っ

て 、 移 動 時 間 に よ る 調 査 時 間 の ロ ス を 最 小 限 に す る こ と が で き た 。

さ ら に 、 本 予 算 に よ っ て 『 水 左 記 』 自 筆 本 (国 宝 )と 写 本 、 『 日 本 運

上 録 』 原 本 を 直 接 実 見 す る 形 で 調 査 を 行 う こ と が で き た 。 こ れ を 通

じ て 、 紙 焼 き な ど で は 確 認 で き な い 部 分 や 、 所 蔵 機 関 よ り 貴 重 な 知

見 、 助 言 を 得 る こ と が で き た 。 こ の ほ か に 、 調 査 対 象 の 『 水 左 記 』

を 既 に 調 査 し て い る 研 究 実 施 者 の 知 人 の 東 京 の 研 究 者 の 助 言 、 意 見

交 換 を 行 う こ と も で き た 。  

 そ の た め 、 上 記 の 予 算 要 求 と 支 出 は 必 要 で あ り 、 適 切 な も の で あ

っ た と 結 論 づ け て い る 。  

 

ⅱ )雑 費 (ア ル バ イ ト を 含 む ) 

 本 予 算 に つ い て は 、 全 く 使 用 し て い な い 。 当 初 、 本 予 算 を 要 求 し

た の は 、 調 査 、 複 写 し た 『 水 左 記 』 、 『 日 本 運 上 録 』 の 翻 刻 、 テ キ

ス ト デ ー タ 入 力 の 補 助 作 業 員 を 雇 用 す る た め で あ っ た 。 一 方 、 こ れ

を 実 施 し な か っ た 理 由 は 、 自 筆 本 な ど か ら の 翻 刻 が 当 初 想 定 し て い

た よ り も 高 度 に 専 門 的 で あ る た め 、研 究 実 施 者 が 中 心 で 翻 刻 を 行 い 、

そ の 補 助 と い う 形 で 作 業 を 実 施 す る こ と が 難 し い と 判 断 し た た め に



な る 。 そ の た め 、 本 予 算 に つ い て は 執 行 し な か っ た 。  

 

ⅲ )文 献 複 写 費 に つ い て  

 本 予 算 の 目 的 は 、 『 水 左 記 』 自 筆 本 及 び 柳 原 本 、 『 日 本 運 上 録 』

の 複 写 を 実 施 し 、 研 究 実 写 の 本 拠 地 で 時 間 に 余 裕 を 持 っ て 調 査 す る

環 境 を 整 え る こ と に あ っ た 。  

 支 出 の 詳 細 は 下 記 に な る 。  

 

・『 水 左 記 』の 複 写 (自 筆 本 の カ ラ ー 複 写 、柳 原 本 複 写 含 む )･ ･ ･ 1 9 5 9 2

円  

・ 『 日 本 運 上 録 』 の 複 写 ･･ ･ 5 7 9 1 円  

 

 上 記 の 複 写 に よ り 、 研 究 実 施 者 の 研 究 拠 点 、 生 活 拠 点 な ど で 、 現

地 (宮 内 庁 書 陵 部 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 )な ど の 調 査 の 際 は 参 照 で き

な か っ た 辞 書 、 関 連 史 料 な ど を つ き あ わ せ た 文 字 の 調 査 が 可 能 に な

っ た 。そ の た め 、本 予 算 の 要 求 、支 出 は 必 須 で あ っ た と 考 え て い る 。

ま た 、 若 干 の 残 額 が 出 た が 、 こ れ は 過 不 足 な く 複 写 を 行 う た め に 発

生 し た も の で あ り 、 適 切 な 予 算 要 求 で あ っ た と 判 断 し て い る 。  

 

ⅳ )図 書 費 に つ い て  

 本 予 算 の 目 的 は 研 究 に 必 須 の 書 籍 、 工 具 書 を そ ろ え る こ と に あ っ

た 。 実 際 の 使 途 と し て は 、  

・前 田 育 徳 会 尊 経 閣 文 庫 編『 尊 経 閣 善 本 影 印 集 成 六 五  水 左 記 』(二

〇 一 七 年 、 八 木 書 店 ) ― 3 0 2 4 8 円  

の 購 入 が あ る 。  

 本 書 籍 を 購 入 し た 理 由 は 、 『 水 左 記 』 自 筆 本 の 影 印 で あ り 、 調 査

対 象 の 『 水 左 記 』 自 筆 本 の 文 字 を 調 査 す る 際 、 記 主 の 書 き 癖 、 類 似

の 文 字 、 当 て 字 な ど を 調 べ る 点 に あ る 。 な お 、 当 該 書 籍 は 、 前 述 し

た 尊 経 閣 所 蔵 の 『 水 左 記 』 に 関 す る 影 印 で あ り 、 調 査 対 象 の 宮 内 庁

書 陵 部 所 蔵 の 『 水 左 記 』 自 筆 本 は 含 ま れ て い な い 。 そ の た め 、 本 研



究 の 調 査 目 的 、 意 義 は 本 書 籍 の 出 版 、 購 入 に よ っ て 損 な わ れ て い な

い と 判 断 し て い る 。  

 こ の ほ か 、 若 干 の 予 算 の 余 裕 は あ っ た が 、 調 査 、 翻 刻 に 必 要 な 書

籍 は 、 研 究 実 施 者 の 所 属 機 関 (札 幌 国 際 大 学 付 属 図 書 )の 所 蔵 書 籍 、

近 隣 の 研 究 機 関 、 公 共 図 書 館 、 ま た 研 究 実 施 者 の 私 物 に よ っ て 対 応

す る こ と が で き た 。 そ の た め 、 前 述 の 書 籍 以 外 は 購 入 せ ず 、 予 算 が

若 干 余 っ た の は 、 こ れ が 理 由 に よ る 。  

 

3、 研 究 実 施 期 間 の 活 動 と 成 果 に つ い て  

ⅰ )研 究 実 施 期 間  

 本 研 究 は 、平 成 2 9 年 6 月 1 5 日 ～ 平 成 3 0 年 3 月 3 1 日 実 施 さ れ た 。 

 こ の 期 間 内 の 研 究 活 動 は 、 主 に 下 記 の 三 段 階 に な る 。  

 ① 平 成 2 9 年 6 月 1 5 日 ～ 8 月 2 1 日 ― 事 前 準 備 、関 連 史 料・先 行 研

究 の 収 集  

  ② 平 成 2 9 年 8 月 2 2 日 ～ 2 5 日   ― 東 京 で の 文 献 調 査  

 ③ 平 成 2 9 年 8 月 2 6 日 ～ 平 成 3 0 年 3 月 3 1 日 ― 翻 刻 、 学 会 報 告 、

論 文 執 筆 、 報 告 書 作 成  

 

ⅱ )研 究 実 施 期 間 の 活 動  

① 平 成 2 9 年 6 月 1 5 日 ～ 8 月 2 1 日 ― 事 前 準 備 、関 連 史 料・先 行 研 究

の 収 集  

 奨 励 研 究 の 審 査 合 格 通 知 を 受 け 、 『 水 左 記 』 、 『 日 本 運 上 録 』 の

調 査 の 事 前 準 備 を 行 っ た 期 間 に な る 。  

 主 な 活 動 は 、 関 係 す る 論 文 調 査 と 、 史 料 の 打 ち 込 み に な る 。 そ の

成 果 は 、 本 報 告 書 末 尾 に 掲 載 し た 。 ま た 、 こ の 期 間 、 研 究 実 施 者 と

指 導 関 係 な い し 、 交 友 関 係 に あ る 日 本 史 研 究 者 の 助 言 な ど を 受 け る

た め 、 大 阪 市 立 大 学 、 京 都 大 学 な ど を 訪 問 し た 。  

 

 

② 平 成 2 9 年 8 月 2 2 日 ～ 2 5 日 ― 東 京 で の 文 献 調 査  



 『 水 左 記 』 、 『 日 本 運 上 録 』 の 調 査 の た め 、 東 京 に 滞 在 し て い た

期 間 に な る 。  

 こ の 期 間 は 基 本 的 に 宮 内 庁 書 陵 部 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 で の 文 献

調 査 と 複 写 が 中 心 に な る 。  

 こ の 活 動 に よ っ て 、 『 水 左 記 』 自 筆 本 (国 宝 )を 直 接 実 見 し 、 そ の

裏 書 の 状 態 な ど を 確 認 し た 。 以 前 の 調 査 で は 自 筆 本 の 紙 焼 き し か み

て い な か っ た が 、 今 回 、 自 筆 本 を 直 接 確 認 し た こ と で 、 調 査 対 象 の

記 事 の 裏 書 き の 前 後 関 係 、 記 述 の や り 方 な ど を 直 接 確 認 す る こ と が

で き た 。 ま た 、 『 日 本 運 上 録 』 で は 、 以 前 の 調 査 の マ イ ク ロ (白 黒 )

で は 判 別 で き な か っ た 朱 書 き な ど の カ ラ ー 部 分 や 、 途 中 で 筆 跡 が 変

化 し て い る こ と な ど 、 貴 重 な 成 果 を う る こ と が で き た 。  

 こ の ほ か に も 、 一 部 日 程 で 研 究 実 施 者 が 交 友 関 係 に あ り 、 先 行 し

て 『 水 左 記 』 の 翻 刻 を 実 施 し て い た 人 物 と 意 見 交 換 を 行 っ た 。 こ れ

に よ り 、 研 究 実 施 者 が 翻 刻 の 際 の 誤 字 が 分 か る な ど 、 研 究 上 重 要 な

指 摘 が な さ れ た 。さ ら に 現 地 で 調 査 し た 際 、所 蔵 機 関 の 方 よ り 、『日

本 運 上 録 』 の 表 紙 の 印 が 尊 経 閣 の も の で あ り 、 前 田 家 経 由 で は な い

か 、と の 貴 重 な 意 見 を も ら う こ と が で き た 。研 究 実 施 者 が 知 る 限 り 、

『 日 本 運 上 録 』 を 使 用 し た 先 行 研 究 で こ の 点 が 指 摘 さ れ た こ と は な

い 。 本 情 報 は 現 地 に 行 か な け れ ば 分 か ら な い も の で あ る と 同 時 に 、

今 後 の 研 究 に 極 め て 有 益 な 情 報 で あ っ た と 判 断 し て い る 。  

 

③ 平 成 2 9 年 8 月 2 6 日 ～ 平 成 3 0 年 3 月 3 1 日 ― 翻 刻 、 論 文 執 筆  

 こ の 期 間 は 、東 京 で の 調 査 を ふ ま え 、『 水 左 記 』、『 日 本 運 上 録 』

の 翻 刻 と 、 そ の 調 査 に よ る 論 文 執 筆 、 学 会 報 告 や 、 報 告 書 の 作 成 を

行 っ た 期 間 に な る 。  

 

ⅲ )研 究 成 果 に つ い て  

 本 研 究 成 果 で あ る が 、 翻 刻 は 『 水 左 記 』 は ほ ぼ 完 了 、 『 日 本 運 上

録 』 は 、 外 交 関 係 に 関 わ る 部 分 の み 、 翻 刻 が 一 部 完 了 し て い る 、 と

な る 。論 文 に つ い て は 二 本 が 成 稿 済 み で 、学 会 報 告 も 一 つ 実 施 し た 。 



 た だ し 、翻 刻 、論 文 に つ い て は 報 告 書 作 成 時 点 (平 成 3 0 年 3 月 3 1

日 )で 未 発 表 で あ る 。 こ れ は 下 記 の 事 情 に よ る 。  

 

 ま ず 、 『 水 左 記 』 と 『 日 本 運 上 録 』 の 翻 刻 で あ る が 、 本 研 究 は こ

れ を 広 く そ の 成 果 を 公 表 し 、 以 後 の 研 究 の 基 盤 と す る こ と を 目 的 と

し て い る 。 本 来 、 報 告 書 作 成 時 点 ま で に 本 報 告 書 や 、 学 術 誌 な ど な

ど に そ の 成 果 を 掲 載 す べ き で あ っ た が 、  

 

・ 翻 刻 の 発 表 に は 、 所 蔵 機 関 の 許 可 が 必 要 で 、 そ の 問 題 を ク リ ア ー

に で き て い な い 点  

・ 『 水 左 記 』 に つ い て は 、 一 部 の 字 句 が ま だ 読 解 で き て お ら ず 、 現

段 階 で の 公 表 は 学 術 的 に 時 期 尚 早 と 判 断  

・ 『 日 本 運 上 録 』 に つ い て は 、 翻 刻 、 文 字 の 読 解 は お お む ね 出 来 た

が 、 本 史 料 が い つ 成 立 し た か 、 作 者 は 誰 か な ど 、 発 表 に 耐 え う る 書

誌 学 的 情 報 が 特 定 で き な か っ た こ と  

 

な ど を 総 合 的 に 鑑 み 、 軽 々 に 成 果 公 表 す る よ り も 、 学 術 的 に 耐 え う

る 段 階 で 公 表 す べ き と 判 断 し た 。そ の た め 、本 研 究 の 成 果 を 基 礎 に 、

以 後 も 作 業 を 続 け て い く つ も り で あ る 。  

 奨 励 研 究 期 間 に 作 業 を 終 了 す る こ と が で き な か っ た の は 、 研 究 実

施 者 の 見 通 し の 甘 さ に 起 因 す る も の も 含 ま れ る が 、 類 似 の 作 業 、 十

分 な 先 行 研 究 が あ ま り な い と い う 環 境 下 に お い て 、 1 年 に 満 た な い

研 究 期 間 で は 、 あ る 程 度 、 や む を 得 な い も の で あ る と 考 え て い る 。  

 

 次 に 本 研 究 を 基 礎 に し た 、 な い し そ こ か ら 派 生 し た 論 文 、 学 会 報

告 で あ る が 、  

・ 論 文 ･･ ･ 2 本 (成 稿 済 ) 

・ 学 会 発 表 ･･ ･「 平 清 盛 ・ 後 白 河 法 皇 の 対 宋 外 交 の 歴 史 的 位 置 (平 成

3 0 年 3 月 2 3 日 )」  

と な る 。  



 論 文 二 本 に つ い て は 、 既 に 成 稿 済 み で 、 発 表 媒 体 な ど を 考 慮 中 で

あ る 。 基 本 的 に 外 部 へ の 査 読 誌 へ の 投 稿 を 考 え て い る 。 こ れ は 学 内

奨 励 研 究 と い う 形 で は あ る が 、 そ の 成 果 を で き る 限 り 広 く 、 多 く の

人 が ア ク セ ス し や す い 媒 体 に 公 表 す べ き で あ る と 判 断 し た か ら で あ

る 。  

 

 以 上 が 、 平 成 2 9 年 度 奨 励 研 究 の 活 動 報 告 に な る 。  

 な お 、 末 筆 で は あ る が 、 本 研 究 の 調 査 に 協 力 し て い た だ い た 宮 内

庁 書 陵 部 図 書 寮 、 東 京 大 学 史 料 編 纂 所 を は じ め 、 関 係 各 所 に 厚 く 御

礼 申 し 上 げ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

附 節  参 考 文 献 と 参 考 史 料 に つ い て  



<主 要 参 考 文 献 >― 本 研 究 で 直 接 参 照 し た も の に 限 っ た 。  

奧 村 周 治「 医 師 要 請 事 件 に み る 高 麗 文 宗 朝 の 対 日 姿 勢 」(『 朝 鮮 学 報 』

1 1 7、 1 9 8 5 年 )。  

木 宮 泰 彦 『 日 華 文 化 交 流 史 』 （ 1 9 5 5 年 、 冨 山 房 ） 。  

倉 本 一 宏 編 『 日 記 ・ 古 記 録 の 世 界 』 ( 2 0 1 5 年 、 思 文 閣 出 版 )。  

近 藤 剛「『 朝 野 群 載 』所 収 高 麗 国 礼 賓 省 牒 状 に つ い て 」(『 中 央 史 学 』

3 4、 2 0 1 1 年 )。  

下 向 井 龍 彦「『 水 左 記 』に み る 源 俊 房 と 薬 師 寺 」 (古 代 学 協 会 編『 後

期 摂 関 時 代 史 の 研 究 』 所 収 、 1 9 9 0 年 、 吉 川 弘 文 館 )。  

田 島 公「 海 外 と の 交 渉 」(橋 本 義 彦 編『 古 文 書 の 語 る 日 本 史 2  平 安 』

所 収 、 1 9 9 1 年 、 筑 摩 書 房 )。  

      「 文 庫 論 」 (『 岩 波 講 座 日 本 歴 史  第 2 2 巻  歴 史 学 の 現 在 』

所 収 、 2 0 1 6 年 、 岩 波 書 店 )。  

橋 本 義 彦「 古 記 録 の 伝 来 」(『 日 本 歴 史「 古 記 録 」総 覧  下 巻 』所 収 、

1 9 9 0 年 、 新 人 物 往 来 社 )。  

平 林 盛 徳「 水 左 記 」 (『 日 本 歴 史「 古 記 録 」総 覧  上 巻 』所 収 、 1 9 8 9

年 、 新 人 物 往 来 社 )。  

前 田 育 徳 会 尊 経 閣 文 庫 編 『 尊 経 閣 善 本 影 印 集 成 6 5  水 左 記 』 ( 2 0 1 7

年 、 八 木 書 店 )。  

桃 裕 行 『 桃 裕 行 著 作 集 第 4 巻  古 記 録 の 研 究 (上 )』 ( 1 9 8 8 年 、 思 文

閣 出 版 )。  

      『 桃 裕 行 著 作 集 第 5 巻  古 記 録 の 研 究 (下 )』 ( 1 9 8 9 年 、 思 文

閣 出 版 )。  

山 中 裕 編 『 古 記 録 と 日 記  上 ・ 下 巻 』 ( 1 9 9 3 年 、 思 文 閣 )。   

『 国 宝 水 左 記 』 ( 2 0 1 3 年 、 勉 誠 出 版 )。  

 

拙 稿「 高 麗 王 文 宗 の「 医 師 要 請 事 件 」と 日 本 」 (『 ヒ ス ト リ ア 』 2 4 8、

2 0 1 5 年 ) 

 「 1 0～ 1 1 世 紀 の 日 宋 交 渉 と 入 中 僧 」 (『 ヒ ス ト リ ア 』 2 5 5、 2 0 1 6

年 ) 



<参 考 史 料 > 

・ 主 に 『 水 左 記 』 調 査 の た め 、 関 連 史 料 を 集 め た も の に な る 。 『 続

資 治 通 鑑 長 編 』 に み え る 医 師 の 往 還 な ど 、 直 接 的 関 係 の 薄 い も の は

省 い た 。こ の 部 分 は 拙 稿「 高 麗 王 文 宗 の「 医 師 要 請 事 件 」と 日 本 」(『 ヒ

ス ト リ ア 』 2 4 8、 2 0 1 5 年 )を 参 照 の こ と 。  

・ 一 部 返 り 点 な ど 、 研 究 実 施 者 が 読 め な か っ た も の 、 読 み に 不 安 が

残 る 部 分 に つ い て は 無 理 に 返 り 点 を つ け て い な い 。  

・ 『 日 本 運 上 録 』 関 係 史 料 に つ い て は 報 告 書 本 論 で 述 べ た よ う に 、

直 接 関 連 す る と 思 わ れ る 史 料 が 皆 無 で あ る 。 掲 載 が な い の は こ の た

め で あ る 。  

 

史 料 『 日 本 書 紀 』 允 恭 天 皇 三 年 正 月 辛 酉 朔 条  

遣
レ
使 求

二
良 医 於 新 羅

一
。  

 

史 料 『 日 本 書 紀 』 允 恭 天 皇 三 年 八 月 条  

医 至
レ
自

二
新 羅

一
。 則 令

レ
治

二
天 皇 病

一
。 未

レ
経

二
幾 時

一
、 病 已 差 也 。

天 皇 歎 之 、 厚 賞
レ
医 以 帰

二
于 国

一
。  

 

史 料 『 高 麗 史 』 文 宗 二 十 七 年 七 月 丙 午 条  

（ 上 略 ） 東 南 海 都 部 署 奏 、 日 本 国 王 則 貞 ・ 松 永 年 等 四 十 二 人 来 、

請
レ
進

二
螺 鈿 鞍 ・ 橋 刀 ・ 鏡 匣 ・ 硯 箱 ・ 櫛 書 ・ 案 画 屏 ・ 香 炉 ・ 弓 箭 ・

水 銀 ・ 螺 甲 等 物
一
。 壱 岐 島 勾 当 官 遣

二
藤 井 安 国 等 三 十 三 人

一
亦 請

レ

献
二
方 物 東 宮 及 諸 令 公 府

一
。 制 許

下
由

二
海 道

一
至

上 レ
京 。  

 

史 料 『 高 麗 史 節 用 』 文 宗 二 十 七 年 七 月 条  

（ 上 略 ）東 南 海 都 部 署 奏 、日 本 国 人 王 則 貞・松 永 年 等 四 十 二 人 来 、

請
レ
進

二
土 物

一
。 壱 岐 島 勾 当 官 遣

二
藤 井 安 国 等 三 十 三 人

一
亦 請

レ
献

二

土 物
一
。 制 令

下 二
海 道

一
至

上 レ
京 。  

 

 



史 料 『 朝 野 群 載 』 巻 二 十  異 国  高 麗 牒  

高 麗 国 礼 賓 省 牒  大 日 本 国 大 宰 府  

当 省 、伏 奉
二
聖 旨

一
訪 聞 、貴 国 有

下
能 理

二
療 風

一
疾 医 人

上
。今 因

二
商 客

王 則 貞 廻 帰 次
一
、 仰 、 因

レ
便 通

レ
牒 、 及

二
於 王 則 貞 処

一
、 説

二
示 風 疾

縁 由
一
。 請

二
彼 処

一
、 選

二
択 上 等 医 人

一
、 於

二
来 年 早 春

一
、 発 送 到 来 。

理
二
療 風 疾

一
、 若 見

二
功 効

一
、 定 不

二
軽 酬

一
者 。 今 先 送

二
花 錦

一
、 及 大

綾 ・ 中 綾 各 一 十 段 、 麝 香 一 十 臍 、 分
二
附 王 則 貞

一
、 賚 持 将

レ
去

二
知

大 宰 府 官 員 処
一
、 且 充

二
信 義

一
。 到 可

二
収 領

一
者 。 牒 具 如

レ
前 。 当 省

所
レ
奉 聖 旨 、 備 録 在

レ
前 。 請 貴 府 若 有

下
端 的 能 療

二
風 疾

一
好 医 人

上
、

許 容 発 送 前 来 、 仍 収
二
領 疋 段 麝 香

一
者 。 謹 牒 。  

<当
二
承 暦 三 年

一
>  

己 未 年 十 一 月  日 牒   

       少 卿 林   既 木  

             生  

卿 崔  

卿 鄭  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 八 月 七 日 条  

晴 。 今 日 以 後 三 箇 日 博 陸 御 物 忌 也 。  

今 日 釈 奠 祭 也 。 上 卿 左 衛 門 督 。 左 大 弁 参 入 云 々 。 又 有
二
宴 座

一
。

題 云 、 徳 洽
二
民 心

一
<尚 書 >。 序 文 章 生 基 親 云 々 。  

蔵 人 弁 伊 家 来 下 宣 旨 二 枚 。  

一 枚 <伊 勢 豊 受 大 神 宮 祢 宜 神 主 等 与
二
前 司 広 経 朝 臣

一
愁 申 年 □

事 。 副
二
度 々 宣 旨 并 神 主 等 申 文

一
。 仰 令

二
定 申

一
>  

一 枚 <高 麗 国 牒 送 申
二
医 師

一
事 。 仰 以

二
王 則 貞 陳 状

一
令

二
定 申

一
>  

後 聞 、 此 日 法 成 寺 有
レ
穢 云 々 。 或 人 云 、 阿 弥 陀 堂 承 仕 法 □ 襜 下 □

□ 納 骸 骨 之 樻 。奇 異 事 也 。仍 令
レ
申

二
殿 之 処

一
、被 □ □ 々 々 勘 申 可

二
卅 日 穢

一
之 由 云 々 。  

 

 



史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 五 日 条  

雨 下 。晩 頭 不
レ
下 。今 日 陣 定 也 。仍 酉 刻 参 内 。先

レ
是 、大 宮 大 夫 ・

左 弁 被
レ
候

二
陣 座

一
<左 衛 門 督 参

レ
候

二
殿 上

一
云 々 >。 大 宮 大 夫 被

レ
示

云 、 至
二
于 昏 黒

一
人 々 不

レ
参 、 甚 難

レ
堪 事 也 。 凡 依

二
人 少

一
令

レ
奏

二
其

由
一
之 処 、可

レ
遣

二
召 右 大 臣

一
者 。秉 燭 之 後 、春 宮 大 夫 ・ 右 衛 門 督 、

次 右 大 臣 被
レ
参 。 大 宮 大 夫 召

二
蔵 人 弁

一
<参

二
奥 座

一
。 可

レ
尋 >。 被

レ

奏
二
人 人 故 障 、 并 如

レ
此 大 事 人 少 何 様 可

レ
候 之 由

一
。 仰 云 、 早 可

二

定 申
一
者 。 次 被

レ
奉

二
文 書 於 右 大 臣

一
。 々 々 々 少 々 披 見 。 被

レ
示 云 、

不
レ
能

二
忽 見

一
。令

二
読 上

一
欲

二
定 申

一
者 。仍 被

レ
下

二
左 大 弁

一
、々 読 之

<微 音 。不
二
詳 聞

一
之 >。先 被

レ
定

下
伊 勢 豊 受 太 神 宮 祢 宜 訴 申 自

二
正 月

一
至

二
五 月

一
所 供 神 膳 年 魚 代 闕 怠 事

上
。 左 大 弁 発 語 、 如

レ
読

二
本 国 解

并 神 主 解 状
一
、 無

二
別 定 詞

一
。 若 練 習 之 所

レ
致 歟 。 次 右 衛 門 督 定 申

云 、 如
二
国 司 申

一
者 、 殊 無

二
過 殆

一
。 仍 任 内 宮 神 主 請 取 例 。 外 宮 神

主 可
レ
請

二
取 其 代 物

一
之 由 、可

レ
被

二
仰 下

一
歟 。左 衛 門 督 同

レ
之 。予 定

申 云 、 如
二
広 経 朝 臣 陳 申

一
者 、 件 深 長 茅 原 田 依

レ
本 為

二
公 田

一
。 注

二

前 司 公 盛 朝 臣 例
一
歟 。彼 地 子 切

二
宛 件 鮎 代

一
之 由 、言 上 之 日 、豫 蒙

二
裁 許

一
了 。而 依

二
神 主 訴

一
更 可

二
改 切

一
之 状 被

レ
下

二
宣 旨

一
了 。随 改

二

切 給 国 符
一
之 処 、内 宮 神 主 不

レ
請

二
切 文

一
。非 法 過 差 責

二
取 見 米 并 祓

料
一
。 不

レ
請

二
切 文

一
、 不

レ
取

二
見 米

一
、 称

レ
可

レ
有

二
過 差 祓 物 等

一
。 仍

預 了 。外 宮 神 主 給
二
見 米

一
、忽 切

二
行 於 在 庁 官 人 等

一
、罷 上 已 了 者 。

以
レ
之 言

レ
之 。 国 司 殊 過 殆 歟 <非 法 責

二
取 見 物

一
、 并 不

レ
申

二
公 家

一
於

徴
二
祓 物

一
。 尤 不

二
穏 便

一
歟 >。 不

レ
請

二
料 物

一
已 致

二
闕 怠

一
。 其 咎 又 在

二
誰 人

一
乎 。 縦 雖

二
神 人

一
、 於 有

二
其 咎

一
。 神 明 何 不

二
監 察

一
乎 。 然 則

令
二
請 取

一
不

二
請 取

一
、 可

下
令

二
返 給

一
請

中
過 料 於 国 司

上
歟 。 慥 被

レ
尋

二

問 闕 怠
一
之 後 、実 以 闕 怠 者 、可

レ
被

二
謝 申

一
歟 。若 被

レ
処

二
神 人 過 殆

一

者 、者 相
二
尋 先 例

一
可

レ
被

二
量 行

一
歟 。次 被 処 神 人 過 殆 者 々 。人 々 大

略 被
レ
同 。 次 官 問

二
注 王 則 貞

一
事 。 左 大 弁 定 申 可

レ
遣

二
医 人

一
之 趣 。

右 衛 門 督 定 申 不
レ
可

レ
遣 由 。 左 衛 門 督 同

二
左 大 弁

一
。 予 定 申 云 、 件

事 旁 依
二
多 疑

一
、召

下
上 付

二
送 高 麗 国

一
牒 状

上
本 朝 商 客 王 則 貞 被

二
覆 問

一
了 。 但 太 宰 府 解 云 、 彼 国 伝

三
聞 太 宰 府 有

二
良 医

一
、 可

レ
被

二
渡 送

一



之 由 、所
二
牒 示

一
也 者 。而 今 不

レ
覆

二
問 其 旨

一
、頗 不 審 也 。抑 高 麗 之

於
二
本 朝

一
也 、 歴 代 之 間 久 結

二
盟 約

一
。 中 古 以 来 朝 貢 雖

レ
絶 、 猶 無

二

略 心
一
。是 以 若 有

レ
可

二
牒 送

一
者 、彼 朝 申 牒 、本 朝 報 示 。今 当

二
斯 時

一
、為

レ
療

二
病 痾

一
申

二
請 医 人

一
之 。其 由 給

三
蓋 被

二
裁 許

一
乎 。若 於 可

レ

遣 者 、除
二
上 﨟 医

一
之 外 可

レ
選

二
遣 一 両

一
歟 。独 向

二
異 土

一
多 心 欝 之 故

也 。 且 又 可
レ
被

レ
召

二
問 雅 忠 朝 臣

一
。 又 申 請 之 後 漸 歴

二
居 諸

一
、 彼 病

若 平 癒 者 、 奈 渡 遣 何 。 仍 今 度 太 宰 府 送 牒 、 被
レ
問

二
彼 病 病 痾 体 并

癒 否
一
、 重 随

二
申 請

一
可

二
渡 遣

一
歟 。 両 個 之 議 可

レ
随

二
勅 定

一
。 又 所

レ

送
二
太 宰 府

一
方 物 等 納 否 之 条 忽 難

二
定 申

一
。 其 故 者 、 天 慶 年 中 高 麗

国 使 下 神 秋 連 陳 状 、 彼 国 王 愁
下
忽 被

レ
停

二
朝 貢

一
之 事

上
者 、 以

二
件 方

物
一
可

レ
准

二
朝 貢

一
者 。 忽 乖

二
前 議

一
可

レ
難

二
容 納

一
歟 。 然 則 被

レ
尋

二
彼

例
一
、可

レ
被

二
量 行

一
歟 。又 彼 国 牒 状 多 有

二
三 通

一
云 々 。今 有

二
一 通

一
。

偏 為
レ
送

二
太 宰 府

一
牒 状 歟 。被

レ
尋

二
如

レ
此 例 等

一
可

レ
被

二
牒 送

一
歟 。陸

奥 国 司 申 請 三 ヶ 条 、 一 者 今 明 神 被
レ
授

二
位 階

一
被

レ
寄

二
封 戸

一
事 。 同

前 諸 卿 定 申 云 、先 被
レ
尋

二
神 名 帳

一
、慥 被

レ
相

二
尋 彼 明 神 位 階

一
之 後 、

可
レ
被

二
裁 許

一
歟 。 一 者 被

レ
許

二
延 任

一
事 。 彼 国 有

二
亡 弊 声

一
。 而 已 今

興 復 者 、 可
レ
被

二
裁 許

一
。 一 者 被

レ
下

二
宣 旨

一
与

二
前 司

一
同 人 官 人 相 共

受
二
領 官 物

一
事 。 同 前 諸 卿 定 申 云 、 可

レ
遣

二
詔 使

一
者 。 左 大 弁 書 了 。

大 略 読
レ
之 巻

レ
之 結

レ
之 。 次 大 納 言 信 被

二
退 出

一
了 。 次 蔵 人 弁 就

二
膝

突
一
。 奏

二
下 宣 旨 於 右 大 臣

一
。 唐 人 孫 忠 愁 状 云 々 。 次 有

二
除 目

一
事 。

右 府 被
レ
奉 也 。 帥 被

レ
補

レ
権 <申 請 云 々 >。 掃 部 助 平 ・ 季 良 <蔵 人 >、

右 近 少 将 源 俊 頼 <左 大 将 被
レ
任 之 日 被

レ
補

二
左 近

一
。 今 日 如

レ
本 補

レ

右 也 >。 別 当 書
二
除 目

一
。 此 間 予 退 出 了 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 五 日 条  

自
レ
夜 雨 下 。 朝 間 如

レ
沃 。 午 剋 以 後 快 晴 。 巳 剋 許 令

レ
申

二
博 陸

一
云 、

今 日 高 麗 国 申
二
医 師

一
事 可

レ
令

二
定 申

一
也 。 而 右 大 臣 ・ 内 大 臣 共 称

レ

有
レ
憚 不

レ
被

レ
参 。如 何 可

レ
候 哉 。上 﨟 雖

レ
不

レ
被

レ
参 可

二
定 申

一
歟 者 。

御 返 事 云 、 早 令
レ
奏

二
此 由

一
可

レ
被

レ
随

レ
仰 也 者 。 招

二
蔵 人 弁 伊 家

一
令

レ
奏

二
此 旨

一
。 頃 之 伊 家 以

二
書 状

一
伝

レ
仰 云 、 右 大 臣 可

レ
被

レ
参 之 由 可



二
遣 仰

一
也 者 。（ 中 略 ）又 、高 麗 国 □ □ 賓 省 送 牒 申

二
請 医 人

一
、可

レ

遣 否 。 若 可
レ
遣 者 誰 人 乎 。 又 、 □ □ 返 牒 其 行 事 等 条 、 右 大 弁 以 下

□ □ 遣 之 由 。下 官 申 云 、医 人 条 須
レ
差

二
遣 雅 忠

一
□ 也 。然 而 道 之 匠 、

朝 之 簡 要 也 。 遠 遣
二
異 郷

一
尤 有

二
□ 憚

一
。 忠 康 朝 臣 累 代 名 家 門 業 相

伝 。又 、俊 道 朝 臣 □ □ 道 已 為
二
宿 老

一
。件 両 人 之 間 可

二
差 遣

一
歟 者 。

（ 下 略 ）  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 八 日 条  

陰 晴 不
レ
定 。 未 剋 許 蔵 人 弁 伊 家 来 、 付

二
陣 定 文

一
<伊 勢 豊 受 宮 祢 宜

申 事 。 高 麗 国 申 医 師 事 。 陸 奥 国 司 □ 事 >并 榎 並 庄 文 書 。 所 々 請 文

等 、 示
二
可

レ
奏 之 由

一
了 。 （ 下 略 ）  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 十 一 日 条  

晴 。 未 剋 許 蔵 人 弁 伊 家 持
二
来 去 八 日 所

レ
付 定 文 并 榎 並 庄 文 書 等

一

云 、 仰 云 、 高 麗 国 申
二
請 医 人

一
条 、 依

レ
有

二
事 疑

一
召

二
上 付 送 牒 状

一

商 量 □ 王 則 貞 復 問 已 了 。而 於
二
太 宰 府

一
如

二
陳 状

一
者 、医 師 聞

二
経 □

鎮 西
一
之 由 、彼 国 所

二
牒 示

一
也 。又 、於

レ
官 如

二
陳 申 状

一
者 、医 師 聞

下

在
二
皇 □

一
由 所

上 レ
語

二
彼 国

一
也 者 。 陳 申 之 旨 、 已 有

二
相 違

一
。 重 令

レ

問
二
則 貞

一
。 （ 下 略 ）  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 十 三 日 条  

（ 上 略 ） 又 、 送
下
重 問

二
注 王 則 貞

一
申 詞 記 録

上
<副

二
本 文 書 等

一
>。 予

挙 申 、 如
レ
仰 明 日 可

二
参 仕

一
也 。 又 、 問

二
則 貞

一
記 早 為

レ
令

二
奏 聞

一
返

遣 了 。  

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 十 四 日 癸 酉  

（ 上 略 ） 次 右 大 臣 被
レ
渡

二
文 書 於 大 宮 大 夫

一
云 、 宋 朝 商 客 孫 忠 持

二

参 錦 綺
一
、 可

レ
被

レ
納 歟 。 若 被

レ
納 者 、 可

レ
有

二
答 信 物

一
歟 者 。  

又 、高 麗 国 申
二
請 医 者

一
可

レ
遣 歟 。若 可

レ
遣 者 可

レ
遣

レ
誰 乎 。又 、可

レ

被
レ
副

二
別 使

一
歟 。 可

レ
被

二
定 申

一
者 。 次 各 定 申 、  



右 兵 衛 督 発 語 定 申 云 、大 宋 国 錦 綺 事 、近 来 有
下
被

二
尋 問

一
之 事

上
者 。

一 定 之 後 可
レ
被

二
量 行

一
歟 。次 人 々 同

レ
之 。予 定 申 云 、大 国 皇 帝 被

レ

献 方 物 、早 被
二
交 納

一
於

レ
事 可

レ
穏 。但 件 事 近 日 有

レ
被

レ
尋

二
問 経 平 朝

臣
一
云 々 。然 則 経 平 朝 臣 弁 申 之 後 、可

レ
遣

二
返 牒

一
歟 。至

二
于 答 信 物

一
者 、 毎 度 不

レ
可

二
返 遣

一
歟 。 次 々 人 々 大 略 被

レ
同

レ
之 。 左 大 弁 執 筆

書
レ
之 。次 被

レ
定

二
医 事

一
。右 兵 衛 督 定 申 云 、尤 雖

レ
可

レ
遣 、無

二
効 験

一
為

レ
朝 可

レ
為

二
其 恥

一
。 仍 不

レ
遣 何 事 之 有 歟 。 次 右 大 弁 定 申 云 、 猶

可
レ
遣 歟 。 左 京 大 夫 源 宰 相 中 将 同

レ
之 。 次 右 衛 門 督 定 申 云 、 大 略

相 同
二
右 兵 衛 督 定 申

一
。 於

レ
不

レ
遣 、 牒 状 者 、 可

レ
渡

二
送 医

一
已 臨

二
老

爛
一
、難

レ
遣 之 由 、可

レ
載

二
牒 状

一
歟 <老 爛 之 詞 無

二
由 事

一
歟 >。次 新 中

納 言 同
レ
之 。 次 予 定 申 云 、 先 日 合 議 之 時 、 可

レ
遣

二
一 両

一
之 由 定 申

已 了 。若 猶 可
レ
遣 者 、主 女 正 俊 ・ 通 久 携

二
其 道

一
。頗 当

二
此 仁

一
。至

二
于 余 人

一
忽 難

二
量 申

一
。可

レ
被

レ
尋

二
問 雅 忠 朝 臣

一
歟 。副

二
遣 別 使

一
何

難 之 有 乎 。 但 件 王 則 貞 所
レ
陳 縦 横 、 難

二
信 受

一
者 。 太 宰 府 相 副 如

二

此 商 客 一 人
一
之 由 可

レ
被

二
下 知

一
歟 。 若 於

レ
不

レ
遣

レ
医 条 者 、 如

レ
此 沙

汰 往 反 之 間 、 自 歴
二
居 諸

一
。 仍 今 度 被

レ
尋

二
病 癒 否

一
、 随

二
重 申 請

一

可
レ
被

二
渡 遣

一
歟 。 次 春 宮 大 夫 申 云 、 不

レ
遣 尤 無

二
其 義

一
歟 。 仍 遣

二

俊 通 一 人
一
、何 難 之 有 乎 。次 右 大 将 被 同

二
予 議

一
。次 大 夫 被 定 申 云 、

俊 通 ・ 忠 康 之 間 可
二
定 遣

一
歟 。 右 大 臣 被 同

二
別 当 之 議

一
。 次 書 了 。

大 略 読 上 。 次 召
レ
史 給

レ
硯 。 次 人 々 退 出 <時 及

二
暁 鐘

一
>。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 十 四 日 癸 酉  

（ 上 略 ） 今 日 陣 定 也 。 未 終 着
二
束 帯

一
参 内 。 （ 中 略 ） 頃 之 人 々 着

陣 。 被
レ
仰 云 、 大 宋 国 皇 帝 付

二
孫 忠

一
被

レ
献

二
錦 綺 等

一
、 可

レ
被

二
安 置

一
否 。 若 可

レ
被

二
安 置

一
者 遣

二
返 牒 并 答 信 物

一
歟 。 又 若 不

レ
可

二
安 置

一

者 、 可
レ
遣

二
其 由 返 牒

一
如 何 <被

レ
下

二
本 錦 等 注 文 并 度 度 定 文 ・ 諸 道

勘 問 等
一
>。 又 高 麗 国 □

二
請 医 人

一
事 可

レ
遣 乎 否 。 若 可

レ
遣 者 、 以

二

一 人
一
可

レ
遣 歟 。 将 差

二
遣 二 人

一
歟 。 又 付

二
王 則 貞

一
可

二
差 遣

一
歟 、 相

二
副 別 使

一
可

レ
遣 歟 。又 可

レ
遣 返 牒 奈 何 <被

レ
下

二
本 牒 状・両 度 定 文 ・

問 日 記 等
一
>。 先 定

二
申 大 宋 事

一
。 人 々 申 云 、 如

二
前 度 定 申

一
、 固 封



書 大 弐 経 平 朝 臣 不 令 □ 孫 忠 所
レ
申 也 者 。 披

二
見 件 文

一
之 後 可

レ
定

二

申 一 定
一
也 。 就 中 前 度 所

レ
遣 答 信 物 納 状 籠 彼 封 書 中 歟 。 旁 以 不 審

也 。又 件 □ 可 経 平 朝 臣 旨 定 申 先 了 。而 今 経 平 朝 臣 已 以 上 洛 、早 被

レ
問

二
彼 朝 臣

一
、 随

二
其 申 状

一
可

二
定 申

一
者 。 或 亦 申 云 、 件 錦 早 可

レ
被

二
安 置

一
也 。 又 高 麗 医 事 。 人 々 云 、 於 不

レ
遣 者 頗 似

レ
無

レ
議 歟 。 可

二

選 遣
一
也 。若 可

レ
遣 者 、須

レ
遣

二
雅 忠 朝 臣

一
也 。然 而 如

二
前 定 申

一
、道

之 棟 梁 也 。 遙 遣
二
異 境

一
可

レ
有

二
其 憚

一
、 至

三
于 遣

二
自 余 輩

一
者 。 若 不

レ
得

二
其 療 治 之 験

一
者 、為

レ
朝 尤 可

レ
為

二
恥 辱

一
者 。不

レ
被

二
差 遣

一
何 事

之 有 乎 。 若 為
レ
如

二
定 申

一
者 、 以

二
太 宰 府

一
返 牒 可

レ
被

レ
遣 也 。 府 雖

レ

有
二
名 医

一
、 世 已 澆 季 。 或 寄

二
事 衰 老

一
申

二
不

レ
堪 由

一
、 或 亦 称

下
可

レ

難
レ
渡

二
蒼 海

一
之 旨

上
。然 者 不

レ
能

二
差 遣

一
之 趣 、注

二
載 彼 牒 状

一
可

レ
被

レ
遣 □ 。或 亦 申 云 、 俊 通 ・ 忠 康 間 一 人 被

二
差 遣

一
何 事 之 有 哉 。予 申

云 、 事 趣 大 略 同
二
右 大 将 定 申

一
。 但 至

二
于 医 師 条

一
者 俊 通 ・ 忠 康 之

間 可
レ
被

レ
選

二
遣 一 人

一
之 由 定 申 先 了 。 於 彼 此 □ 者 、 被

レ
問

二
雅 忠 朝

臣
一
可

レ
被

二
左 右

一
歟 。  

新 中 納 言 申 云 、 事 趣 同
レ
前 。 若 可

レ
被

レ
遣

二
医 人

一
者 、 自

二
太 宰 府

一

□ 官 人 一 人 相
二
副 則 貞

一
可

レ
被

レ
遣 歟 。 但 為 如 不

レ
達

二
天 聴

一
。 只 以

二

自
レ
府 遣 之 趣

一
、 可

レ
被

レ
令

レ
知

二
彼 国

一
也 者 。  

事 了 及
レ
暁 人 々 退 出 。  

 

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 二 十 二 日 条  

（ 上 略 ）予 参
二
四 条 宮

一
<雖

レ
為

二
御 物 忌

一
、今 朝 渡 坐 云 々 >。殿 下 宣

云 、 可
レ
遣

二
高 麗 医

一
事 。 如

二
上 達 部 定

一
、 為

レ
問

二
雅 忠

一
召 之 処 、 日

来 称
二
所 労

一
由 、今 日 又 令

レ
召 。申 云 、已 悩

二
腫 物

一
。只 今 難

レ
参 者 、

若 可
レ
然 者 。 自

レ
是 可

二
遣 問

一
者 、 可

レ
遣

二
行 家

一
歟 如 何 。 申 云 、 自

レ

殿 遣 問 者 、 行 家 朝 臣 何 事 候 乎 。 次 召
二
行 家

一
、 遣

二
雅 忠

一
許 了 。 新

中 納 言 別 当 祗 候 、 行 家 帰 参 申 云 、 雅 忠 朝 臣 令
レ
申 云 、 件 事 先 例 不

レ
候 。今 随

下
付

二
商 客

一
牒 状

上
忽 不

レ
可

二
渡 遣

一
歟 。猶 可

レ
遣 者 俊 通 可

二

罷 向
一
歟 。 又 可

二
罷 向

一
人 不

レ
候 之 中 、 二 人 猶 罷 向 者 、 俊 通 定 致

二



向 背
一
歟 。 是 皆 衆 人 所

レ
知 也 者 。 殿 下 遣

二
召 伊 家

一
、 被

レ
奏

二
雅 忠 申

旨
一
已 了 。予 此 間 罷 出 了 <於

二
雅 忠

一
未 此 道 之 、雅 忠 所 労 候 間 難

レ
遣

者 也 >。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 二 十 三 日 条  

（ 上 略 ） 先
レ
之 博 陸 以

二
書 状

一
被

二
示 給

一
云 、 高 麗 申 医 事 。 被

レ
問

二

雅 忠 朝 臣
一
之 処 、申 云 、此 朝 未

レ
見

二
如

レ
此 之 事

一
。雖

レ
不

レ
遣 何 事 候

哉 。若 尚 可
レ
遣 者 可

レ
遣

二
□ □

一
者 、何 様 可

レ
侍 哉 。可

レ
然 者 示

二
合 西

隣 相 公
一
可

レ
示

二
給 子 細

一
也 。又 □ 此 小 児 所

レ
悩 只 同 様 侍 。尤 不 便 也

者 。予 答 申 云 、如
レ
仰 示

二
合 彼 相 公

一
晩 頭 可

二
参 啓

一
也 。小 児 御 事 極

以 不 便 也 者 。 酉 剋 許 参
二
博 陸

一
。 語 給 云 、 高 麗 申

二
医 師

一
事 、 依

二

御 気 色
一
問

二
雅 忠 朝 臣

一
之 処 、 申 云 、 此 朝 未

レ
承

二
如

レ
此 之 事

一
、 不

レ

遣 何 事 候 哉 。若 尚 可
レ
遣 者 □ 差

二
遣 俊 通

一
者 。件 医 遣 召 之 条 依

レ
難

二

思 慮
一
、 中 心 祈 請 一 寝 之 間 、 夢 中 故 宇 治 □ 高 麗 国 中 医 不 可 □ □ 由

者 。 仍 思 止 了 也 者 。  

今 日 季 御 読 経 始 也 。 予 不 参 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 二 十 四 日 条  

陰 。終 日 雨 風 。午 剋 以 後 殊 甚 。巳 剋 許 博 陸 以
二
書 状

一
被

二
示 給

一
云 、

高 麗 申
二
請 医 人

一
事 、不

レ
可

レ
遣 之 由 定 了 。仍 其 由 返 牒 可

レ
作 之 旨 匡

房 朝 臣 奉
レ
仰 了 。又 小 児 可

レ
渡 所 不

レ
侍 。為 之 如 何 。師 仲 朝 臣 宅 何

事 侍 哉 。今 日 雖 物 忌 夕 方 可
レ
参

二
鴨 院

一
也 者 。予 答 申 云 、被

二
仰 旨

一

委 承 了 。高 麗 返 牒 尤 可
レ
然 之 □ □ 。小 児 渡 所 事 能 々 令

二
相 計

一
給 可

令
二
左 右

一
給 歟 。 晩 頭 参 入 可

レ
承 <今 日 >也 者 。  

未 終 匡 房 朝 臣 来 、相 逢 言 談 。陳
下
可

レ
作

二
高 麗 返 牒

一
之 旨

上
、良 久 退

出 了 。  

晩 頭 欲
レ
参

二
博 陸 之 処

一
、 今 日 八 卦 物 忌 也 。 仍 差

レ
使 令

レ
申

二
此 由

一

了 。 参
レ
鴨 給 之 間 云 々 。  

此 日 大 夫 史 祐 俊 持
二
来 検 非 違 使 問 日 記

一
<薬 師 寺 快 増 并 証 人 蓮 能

等 対 問 記 >云 、 奉 行 行 弁 依
レ
暇 不

レ
被

二
出 仕

一
。 仍 可

二
持 参

一
之 由 所

レ



被
二
申 候

一
也 者 。 即 付

二
蔵 人 少 納 言 基 綱

一
云 々 。 返 答 云 、 今 明 之 間

早 可
二
奏 聞

一
候 也 。 抑 平 野 社 司 申

レ
愁 事 、 昨 日 奏 下 已 了 。 令

二
検 非

違 使 停 止
一
者 、 上 新 中 納 言 也 者 。 子 細 見

二
華 五 日 記

一
。  

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 二 十 五 日 条  

殿 下 御
二
坐 四 条 宮

一
云 々 。 仍 未 刻 許 参

二
彼 宮

一
<賀 茂 院 >。 御 命 云 、

欲
レ
示

二
案 内

一
之 間 也 。 高 麗 申 請 請

二
医 人

一
雖

レ
可

二
遣 渡

一
、 聊 有

二
夢

想
一
<故 殿 宣 云 、 件 医 不

レ
可

レ
遣 者 >、 申 請 医 人 雖

レ
可

二
遣 渡

一
、 聊 有

不
レ
可

二
遣 由

一
、 令

レ
申 已 了 。 仰 詞 如 何 。 至

二
于 返 牒

一
被

レ
仰

二
匡 房

一

云 々 。予 申 云 、陣 定 之 日 不
レ
可

レ
遣 由 定 申 人 々 多 候 。大 略 以

二
其 趣

一
可

レ
被

レ
仰 歟 。 上 古 彼 国 申 請 事 等 不

レ
被

二
必 裁 許

一
時 候 云 々 。 天 慶

年 中 彼 国 王 愁 申 由 、 其 間 記 等 所
二
見 候

一
也 。 御 報 云 、 件 記 在 乎 。

申 云 、 候 也 。 又 御 命 云 、 然 者 只 今 可
二
帰 向

一
歟 。 随

二
身 其 記

一
可

レ

被
レ
来 者 、 随 渡 給 了 。 予 退 出 。 随

二
身 天 慶 牒 等 并 刀 伊 発 時 ・ 永 承

六 年 牒 案 等
一
参 入 。 殿 下 出 逢 給 。即 献

二
此 文

一
了 。御 命 云 、 件 仰 詞

可
二
書 出

一
。 予 申 云 、 是 大 事 候 。 又 々 令

二
議 定

二
給 、 随

二
仰 詞

一
可

二

書 出
一
候 者 也 。 又 宣 云 、 猶 可

二
書 出

一
。 大 略 憖 注 出 令

レ
覧 了 。 次 申

云 、清 書 可
レ
献 候 者 。御 命 云 、然 者 今 夕 可

レ
送 者 。次 又 渡

二
四 条 宮

一
給 了 。 予 退 出 。 臨

レ
昏 注

二
出 仰 詞

一
、 送

二
中 務 少 輔 広 綱 許

一
了 。 返

報 云 、 御 覧 可
レ
申

二
左 右

一
者 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 二 十 六 日 条  

晴 。 辰 剋 浴 。 参
二
詣 賀 茂

一
<衣 冠 >。 奉 幣 之 後 午 剋 許 帰 。 未 剋 許 匡

房 朝 臣 来 。相 次 蔵 人 弁 伊 家 送
レ
書 云 、只 今 可

二
参 入

一
。有

下
所

二
定 申

一
事

上
之 故 □ 者 。 答

下
可

二
参 入

一
之 由

上
了 。 申 初 参 内 。 此 間 右 府 被

レ

参 。 相 次 人 々 参 入 。 右 府 以 下 着 陣 。 被
レ
下

二
越 前 国 解

一
<大 宋 国 使

黄 逢 随
二
身 牒 状

一
参 着 了 。 副

二
牒 状 案 等

一
>。 仰 云 、 大 宋 人 黄 逢 随

二

身 牒 状
一
来

二
着 太 宰 府

一
。不

レ
経

二
幾 程

一
解 纜 飛 帆 、又 来

二
着 越 前 国

一
。

件 牒 状 直 自
二
彼 国

一
可

レ
令

二
伝 進

一
歟 。 又 尚 追

二
遣 太 宰 府

一
、 自

レ
彼 可

レ
令

レ
進 歟 奈 何 者 。 諸 卿 定 申 云 、 追

二
遣 太 宰 府

一
之 後 令

レ
進

二
牒 状

一



者 、往 反 之 間 及
二
明 春

一
歟 。於

二
牒 状

一
者 令 □ □ 国 司 取 進 。至

二
于 黄

逢
一
者 返

二
遣 彼 府

一
。或 亦 相 分 □ 定 申 旨 具 見

二
定 文

一
。右 兵 衛 督 俊 実

書
二
定 文

一
也 。  

此 日 中 宮 行
二
啓 野 宮

一
。 今 日 以 後 三 ヶ 月 許 可

レ
休 云 々 。  

或 人 語 云 、去 十 日 未 時 怪 異 。犬 画 朝 餉 前 庭 沙 事 。同 十 一 、二 日 三

日 間 同 様 画 之 云 々 。因
レ
茲 去 十 四 日 有

二
御 占

一
云 々 。有 行 朝 臣 道 栄

国 随 等 申 云 、 非 有 奏 口 舌 闘 諍 事 之 輩 、 依
二
御 薬 事

一
遷

二
御 他 所

一
歟

者 云 々 。  

今 日 非 返 参 議 師 成 卿 辞 状 云 々 。 又 此 日 於 蚊 松 被 始 内 御 修 法 <五 壇

云 々 >。  

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 閏 八 月 二 十 六 日 条  

中 宮 属 貞 則 来 云 、 今 夕 可
レ
有

レ
行

二
啓 野 宮

一
。 可

レ
令

レ
献

レ
車 者 。 令

レ

申
二
承 由

一
了 。申 剋 許 蔵 人 弁 送

二
消 息

一
云 、只 今 可

レ
参 。可

レ
有

二
陣 定

一
。 依

レ
有

二
御 気 色

一
也 者 。 答 可 相

二
扶 所 労

一
可

二
参 仕

一
者 。 臨 昏 之 間

参 内 。先
レ
是 右 大 臣・大 宮 大 夫 被

二
着 陣

一
。蹔 徘

二
徊 壁 後

一
、次 着 陣 。

次 右 大 将・春 宮 大 夫・新 中 納 言・別 当 <此 両 人 自 本 籠
二
候 御 物 忌

一
。

為
二
季 御 読 経 竟 日

一
之 故 也 >・ 左 京 大 夫 ・ 右 兵 衛 督 参 入 。 右 府 被 下

二
文 書

一
。越 前 国 司 言 上 存

二
問 孫 忠

一
日 記 。仰 云 、大 宋 国 牒 状 者 自

二

越 前
一
可

二
召 上

一
歟 。 猶 返

二
遣 太 宰 府

一
、 自

レ
彼 可

二
召 見

一
歟 。 人 々 次

第 見 了 。 右 府 被
レ
示 云 、 件 定 可

レ
書 、 不

レ
可

レ
書 歟 。 人 々 不

二
被

レ
申

一 定
一
。 右 府 被

レ
命 云 、 奏

二
事 由

一
欲

レ
随

レ
仰 者 、 次 使

二
蔵 人 弁 伊 家

一

被
レ
奏 。 可

レ
書 云 。 依 不 堪 術 不 候 者 【 史 料 大 成 の コ メ ン ト ･･ ･お そ

ら く 脱 文 有 る か 】又 使
二
伊 家

一
被

レ
申

二
公 房 申 旨

一
。仰 云 、然 者 右 兵

衛 督 可
レ
書 者 。 次 一 々 定 申 。 右 兵 衛 督 定 申 云 、 猶 遣

二
西 府

一
、 自

レ

彼 可
レ
召

二
彼 牒

一
者 。左 京 大 夫 ・ 別 当 ・ 新 中 納 言 同

レ
之 。次 予 申 云 、

如
レ
此 客 徒 来

二
着 太 宰 府

一
、 請

二
彼 存 間

一
。 随

二
其 言 上

一
被

レ
定 例 也 。

而 以
二
彼 府 遅 沙 汰

一
、 随

二
彼 言 上

一
可

レ
見

二
召 件 牒

一
也 。 然 而 大 国 有

レ

所
レ
鬱 重 牒 示 。 若 追

二
遣 西 府

一
、 自 送

二
日 月

一
歟 。 猶 召

二
彼 牒

一
之 後 、

可
レ
追

二
遣 孫 忠 於 太 宰 府

一
歟 。次 春 宮 大 夫 同

二
右 兵 衛 督

一
。次 右 大 将



被
レ
申 云 、被

レ
尋

二
先 々 例

一
、若 無

二
其 例

一
者 、猶 自

二
西 府

一
可

二
召 上

一

歟 。 次 大 宮 大 夫 被
レ
同

二
予 議

一
。 次 右 府 被

レ
同

二
右 兵 衛 督

一
。 次 右 兵

衛 督 書
レ
之 。右 府 被

レ
命 云 、可

レ
然 者 今 夜 可

二
奏 上

一
者 。次 右 大 将 被

レ
申

二
右 府

一
云 、 行 啓 可

レ
候 。 仍 可

レ
参

二
宮 御 方

一
者 。 右 府 被

二
許 諾

一
。

次 別 当・新 中 納 言 同 依
二
上 卿 許 諾

一
被

レ
参 。次 予 又 申

下
可

レ
参

二
行 啓

一

由
上
、 上 卿 許 諾 。 仍 参

二
宮 御 方

一
。  

子 刻 許 有
二
行 啓

一
<奉

レ
出

レ
車 >。 予 ・ 新 中 納 言 ・ 別 当 ・ 右 兵 衛 督 参

仕 也 。 丑 刻 帰 来 。  

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 九 月 二 日 条  

自
レ
殿 有

レ
召 者 。参

レ
殿 <御 物 忌 也 。仍 自

二
東 小 屋 方

一
参 入 >。令

レ
申

二

見 参
一
。仰 云 、可

レ
参

二
出 居

一
。仰 云 、匡 房 所

レ
進 可

レ
載

二
高 麗 返 牒 雑

事
一
文 可

レ
見 之 者 。 引

二
載 長 徳 ・ 承 平 ・ 天 慶 ・ 永 承 等 返 牒 等 文

一
。

申 云 、此 中 令
二
復 問

一
給 、可

レ
被

レ
仰

二
下 載 事

一
歟 。又 被

レ
仰 云 、委 見

二
件 文

一
。 明 日 午 後 <御 物 忌 云 々 >招

二
匡 房 於 此 辺

一
、 可

レ
問

二
案 内

一
<

下
二
給 匡 房 所

レ
進 文 、 并 先 日 可

レ
献 高 麗 牒 状 等

一
>。 退 出 了 。  

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 九 月 三 日 条  

未 刻 参
レ
殿 。依

レ
為

二
御 物 忌

一
入

レ
自

二
東 小 屋 方

一
。参

二
西 面

一
。遣

レ
人

云 、可 参 会 由 於 匡 房 朝 臣 。有
レ
頃 匡 房 参 入 。令

レ
申

二
案 内

一
。予 依

レ

召 参
二
出 居

一
。 被

レ
仰 云 、 可

レ
問

二
匡 房 所

レ
注 献 条 之 事

一
。 皆 悉 可

レ
載

歟 如 何 者 。 以
二
件 献 文

一
尋

二
問 案 内

一
。 申 云 、 件 事 等 多 可

レ
被

レ
咎 事

也 。就 中 長 徳 之 比 、高 麗・新 羅 若 有
二
一 咎 事

一
者 。毎 条 可

レ
咎 之 由 、

有
レ
定 云 々 者 。即 申

二
此 由

一
。殿 宣 云 、依

レ
病 申

レ
医 。而 不

レ
遣 事 被

レ

咎 、猶 可
二
無 情

一
歟 。予 申 云 、尤 然 候 事 也 。此 中 以

二
必 可

レ
被

レ
咎 事

一
被

レ
載

二
少 々

一
、 何 事 候 乎 。 但 召

二
可

レ
然 上 達 部

一
、 令

レ
人 議 給 可

レ

吉 歟 。仰 云 、然 者 明 日 可
レ
来 、并 同 可

レ
参 由 可

レ
候

二
匡 房

一
者 。退 出

了 。  

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 四 年 九 月 四 日 条  



午 後 殿 御 随 身 来 云 、 早 可
レ
参 者 。 即 以 参 入 。 先

レ
是 匡 房 参 入 。 又

大 夫 外 記 定 俊 祗 候 。予 令
レ
申

二
見 参

一
。出 居 読

下
経 定 俊 勘

二
申 高 麗 牒

状
一
間 日 記 等

上
。  

次 宣 云 、 暫 可
レ
侍 人 々 被

レ
来 者 。 次 大 宮 大 夫 ・ 皇 太 后 宮 権 大 夫 参

入 。 又 左 右 衛 門 督 被
レ
候 。 次 殿 下 出

二
御 簾 外

一
。 此 間 右 府 被

レ
参 。

次 被
レ
定

二
返 牒

一
仰 詞 。 先 召

二
匡 房 朝 臣 於 簀 子

一
、 令

レ
読

二
注 申 可

レ
被

レ
難 詞 并 外 記 勘 申 例 等

一
。 殿 下 宣 云 、 此 事 毎 条 可

レ
被

レ
咎 歟 。 右 府

被
レ
申 云 、毎 条 被

レ
咎 何 事 候 乎 。大 宮 大 夫 被

レ
申 云 、只 被

レ
注

二
載 違

例 由
一
歟 。予 申 云 、此 事 可

レ
被

レ
咎 事 者 。若 無

二
先 例

一
者 、称

二
聖 旨

一

并 便 付
二
商 客

一
事 歟 。 但 聖 旨 条 又 々 能 々 可

レ
被

レ
尋 事 也 。 次 殿 下 宣

云 、不
レ
遣

二
医 錦

一
事 者 、其 由 可

レ
注 。右 府 被

レ
申 云 、被

レ
咎

二
違 例 事

等
一
者 、 雖

レ
不

レ
注

二
医 事

一
何 難 之 有 乎 。 私 案 之 、 雖

レ
為

二
一 理

一
、 猶

可
レ
有

レ
其 歟 。 然 而 強 不

二
争 申

一
。 次 匡 房 申 云 、 付

二
誰 人

一
可

レ
遣 乎 。

殿 下 宣 云 、 若 遣
二
王 則 貞

一
者 子 細 語

二
示 彼 朝

一
歟 。 有

二
如

レ
此 往 反 之

輩
一
乎 。皇 太 后 宮 権 大 夫 申 云 、甚 多 候 者 。又 宣 云 、然 者 可

レ
遣

二
但

人
一
之 由 可

レ
被

二
仰 下

一
歟 。 人 々 申 云 、 尤 可

レ
然 者 。 右 大 将 被

レ
会 。

次 被
レ
仰

二
匡 房

一
云 、以

二
此 人 々 申 趣

一
可

二
奏 聞

一
者 。匡 房 参 内 。少 選

帰 参 云 、随
二
人 々 申

一
可

レ
候

二
返 牒

一
、至

二
于 王 則 貞

一
永 不

レ
可

レ
遣

二
高

麗
一
。 若 窃 往 反 者 、 可

レ
誡

二
所 由

一
之 日 、 可

二
下 知

一
歟 者 。 次 人 々 退

出 了 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 九 月 四 日 条  

晴 。未 時 許 参
二
博 陸

一
<直 衣 >。此 間 右 大 将 被

レ
参 。相 次 皇 后 宮 権 大

夫 ・ 左 衛 門 督 ・ 皇 太 后 宮 権 大 夫 ・ 右 衛 門 参 入 。 頃 之 右 相 府 被 参 。

議 定 高 麗 返 牒 仰 詞 也 。匡 房 朝 臣 注 出 牒 □ 乖 礼 度 之 事 。一 、牒 字 下

不
レ
注

二
上 字

一
事 。一 、不

レ
封

レ
函 封

レ
紙 事 。一 、不

レ
注

二
年 号

一
注

二
巳

未 年
一
事 。 一 、 年 月 下 唯 注

レ
日 不

レ
注

二
一 二

一
事 。 一 、 称

二
聖 旨

一
事 。

聖 旨 者 宋 朝 所
レ
称 也 。 如 本 朝 □ □ □ 歟 。 非

二
蕃 国

一
所

レ
可

レ
称 。 一 、

不
レ
差

レ
使 事 。 長 徳 三 年 苻 云 、 須

三
専 国 信 先 達

二
大 府

一
。 何 脅

二
断 綆

漂 流 之 客
一
以 行 李 。啓 牒 之 信 事 乖

二
被 制

一
云 々 。永 承 六 年 金 州 返 牒



云 、 専 行 李 以 [舟 ＋ 巻 。 謄 カ ]信 札 。 而 便 附
二
商 船

一
□ 数 [乗 ＋ 夫 。

缺 カ ]云 々 。 事 了 人 々 退 出 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 九 月 六 日 条  

晴 。 巳 剋 許 薬 師 寺 別 当 行 尊 来 。 予 示 云 、 快 増 法 師 濫 行 事 、 可
レ
被

レ
問

二
証 人 仁 秀

一
也 。而 件 仁 秀 □ 秩 何 許 之 者 哉 。解

二
所 帯 職

一
令

レ
経

二

拷 訊
一
哉 。又 令

レ
召

二
進 得 勢 法 師

一
。依

二
是 綸 旨

一
所

レ
尋 也 者 。行 尊 ・

仁 秀 為
二
御 寺

一
十 僧 朝 夕 勤

二
御 願

一
之 輩 也 。 而 事 非

二
実 犯

一
、 以 為

二

証 人
一
、輒 経

二
拷 訊

一
頗 以 不 穏 歟 。又 至

二
于 得 勢 法 師

一
者 、前 日 検 非

違 使 拷 問 之 庭 、 同 蓮 能 法 師 申 状 了 。 今 亦 被
レ
召 之 事 、 奈 何 可

レ
候

哉 者 。 此 由 示
二
遣 奉 行 弁 之 者

一
。  

午 剋 許 匡 房 朝 臣 来 。相 逢 謝 遣 。晩 頭 同 朝 臣 書
下
送 高 麗 牒 乖

二
前 例

一

事
上
。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 九 月 十 二 日 条  

晴 。未 剋 許 権 左 中 弁 匡 房 朝 臣 持
二
来 高 麗 国 返 牒

一
改

二
処 分

一
。聖 旨 非

二
殊 俗 之 可

一 レ
称 者 。 予 見 之 云 、 殊 俗 字 頗 荒 涼 歟 。 如 何 者 。 匡 房 朝

臣 改
二
蕃 王 字

一
。 予 之 所

レ
云 有

二
其 謂

一
歟 。 左 衛 門 権 佐 行 家 朝 臣 書

二

送 大 宋 国 牒 状
一
。 黄 逢 自

二
越 前 国

一
所

レ
進

レ
官 也 。  

申 剋 許 大 夫 史 祐 俊 持
二
来 平 野 社 損 色 文

一
云 、 奉 行 弁 <師 賢 >、 依

二
軽

服 事
一
不

二
伝 進

一
之 由 所

レ
申 也 者 。 秉 燭 之 後 向

二
右 府 御 許

一
。 良 久 帰 。 

今 夜 於 野 宮 有
二
和 歌 事

一
云 々 。 題 云 、 菊 花 久 芳 云 々 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 九 月 十 七 日 条  

陰 雨 。 午 時 許 博 陸 以
二
書 状

一
被

二
示 給

一
云 、 高 麗 返 牒 匡 房 持 来 也 。

相
二
伴 西 隣 相 公

一
可

二
光 臨

一
也 。 随

二
其 案 内

一
早 可

二
奏 聞

一
也 者 。 示

二

此 旨 於 相 公
一
、 答

二
可

レ
参 由

一
。 仍 申

二
其 旨

一
了 。 良 久 与

二
相 公

一
同 車

参
二
博 陸

レ
。先 之 、皇 后 権 大 夫 被

レ
参 、匡 房 朝 臣 持

二
参 返 牒

一
。趣 事

人 々 披
レ
見 了 。 博 陸 令

二
匡 房 朝 臣

一
奏 達 之 。  

 



史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 九 月 十 八 日 条  

晴 。 巳 時 許 匡 房 朝 臣 持
二
来 高 麗 返 牒 草

一
。 言 談 之 後 、 良 久 退 出 。

後 聞 、 高 麗 返 牒 令
二
前 筑 後 守 俊 光 清 書

一
可

レ
遣 云 々 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 九 月 二 十 四 日 条  

晴 。早 旦 権 左 中 弁 匡 房 持
二
来 高 麗 国 広 評 省 牒

一
大 □ 予 書 写 令

二
返 与

一
云 々 。  

 

史 料 『 師 守 記 』 貞 治 六 年 五 月 九 日 条  

（ 上 略 ） 承 暦 四 年 十 月 二 日 。 賜
二
官 符 於 大 宰 府

一
云 、 右 大 臣 宣 、

奉
レ
勅 、 所

レ
請 医 人 、 輙 難

二
差 遣

一
。 所

レ
送 方 物 、 宜

レ
被

二
返 却

一
。 早

以
二
府 司 之 返 牒

一
、 択

二
使 者

一
発 遣 。 但 至

二
商 人 王 則 貞

一
者 、 宜

二
任

レ

法 罪 科
一
<云 々 >。 （ 下 略 ）  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 十 月 十 日 条  

晴 。早 旦 召 使 来 云 、今 日 可
レ
参

二
于 不 堪 田 定

一
者 。答

二
可

レ
参 由

一
了 。

暫 召 使 又 来 云 、 今 日 定 延 引 了 者 。  

今 日 維 摩 会 始 也 。 氏 弁 別 当 正 家 朝 臣 下
二
向 奈 良

一
云 々 。  

昨 日 自
二
博 陸

一
被

レ
給

レ
牛 。 奉

二
長 多 仁 法 印

一
了 。  

巳 剋 許 匡 房 持
二
来 高 麗 返 牒

一
。 今 有

二
加 入 之 句

一
。 如

二
牒 状

一
者 、 貴

国 和 親 之 義 、長
二
垂 百 王

一
。権 盟 之 後 、数 愈

二
千 祀

一
。継

二
彼 前 好

一
、

嘉
二
此 来 章

一
。 而 侵

二
霧 露 於 燕 寝 之 中

一
、 求

二
医 療 於 鼇 波 之 外

一
者 。

予 披 見 之 云 、 改
二
而 字

一
書

二
方 今 両 字

一
如 何 。 匡 房 云 、 尤 可 也 。 即

摩
二
而 字

一
令

レ
書

二
入 方 今 両 字

一
了 。今 日 内 覧 可

二
奏 聞

一
云 云 。晩 頭 参

二
博 陸

二
。 被

レ
示 云 、 高 麗 返 牒 能 々 令

レ
覧 可

レ
被

レ
示

二
子 細

一
也 者 。 予

申 云 、 此 定 無
二
別 難

一
歟 。 但 令

二
加 入

一
之 句 、 已 非

二
牒 状 之 詞

一
。 而

如
二
書 入

一
者 似

二
牒 状 詞

一
。 如 何 可

レ
候 哉 者 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 十 月 十 一 日 条  

陰 晴 不
レ
定 。寒 風 飄 々 。巳 剋 許 匡 房 朝 臣 持

二
来 高 麗 返 牒

一
。予 取 留



之 。招
二
西 隣 前 都 督

一
相 共 見 之 。殊 無

二
□ □ 替 事

一
。仍 晩 頭 随

二
身 予

一
持

二
参 博 陸

一
。 申

二
事 之 子 細

一
了 。 退 出 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 十 一 月 二 日 条  

晴 。 巳 剋 許 参
二
博 陸

一
。 被

レ
示 云 、 前 日 匡 房 朝 臣 持

二
来 高 麗 返 牒

一
。

□ □ 句 尚 可
二
上 下

一
也 。 其 由 可

レ
被

レ
示 者 。 頃 之 退 出 。  

此 日 尼 上 御 方 被
レ
供

二
養 涅 槃 経

一
。朝 夕 両 座 也 。朝 座 講 師 定 快 律 師 。

布 施 長 絹 五 疋・僧 膳 代 米 十 二 石 。夕 座 陽 慶 。布 施 長 絹 五 疋・米 十

石 。 件 経 尼 上 年 来 之 間 手 自 所
レ
被

二
書 写

一
也 。 始

レ
自

二
今 日

一
二 十 ヶ

日 可
レ
被

レ
行

二
講 演

一
也 。 毎 日 両 座 也 。 先 之 被

レ
供

二
養 鏡 薬 師 仏 并 同

経 七 巻 ・ 千 手 経 一 巻
一
。 講 師 明 胤 。 有

二
布 施

一
。 長 絹 一 疋 。  

今 夜 請
二
三 口

一
<行 尊 ・ 定 秀 ・ 範 命 >。 □ □ 大 般 若 経 。 御 前 □ □ □

給 之 故 也 。  

入 夜 為
二
方 違

一
向

二
隆 尊 阿 闍 梨 一 条 富 小 路 房

一
。 及

二
鶏 鳴

一
帰 。 此 間

雨 脚 滂 沱 。  

 

史 料 『 水 左 記 』 承 暦 四 年 十 一 月 三 日 条  

陰 晴 不
レ
定 。朝 間 雨 降 。未 剋 以 後 晴 。 巳 剋 許 匡 房 朝 臣 来 。令

レ
直

二

牒 状
一
。 又 示

二
子 細

一
了 。 今 日 書 直 可

レ
持

二
参 博 陸

一
者 。  

左 大 弁 送
二
書 状

一
云 、 今 日 主 上 還

二
御 内 裏

一
之 間 、 人 々 可

レ
給 事 可

レ

候 者 。 若 下 﨟 浴
レ
恩 者 無

レ
極

レ
愁 也 。 此 旨 可

レ
被

レ
申

レ
殿 者 。 予 □ □

明 日 依
二
被

レ
示 旨

一
令

レ
申

二
子 細

一
了 。又 々 可

二
驚 申

一
也 者 。秉 燭 之 後 、

着
二
束 帯

一
参 内 <堀 川 院 >。今 夜 令

レ
還

二
入 大 内

一
給 也 。先 之 右 大 臣 参

入 被
レ
行

二
召 仰 事

一
。次 第 儀 式 如

レ
常 <従 三 位 藤 原 実 政 。坊 官 賞 云 々 。

源 俊 実 、 従 四 位 上 藤 原 定 俊 、 家 司 。 従 四 位 下 源 □ □ >。 臨 幸 了 退

出 。御 竃 神 上 左 衛 門 督 也 。行 □ 之 後 更 □ □ □ 供 奉 云 々 。此 日 新 中

納 言 <宗 俊 >。 勅 授 帯 剣 。  

 

史 料 『 帥 記 』 承 暦 五 年 五 月 二 日 条  

召 使 来 云 、昨 日 陣 定 延 引 。今 日 可
レ
参 者 。申 時 許 参 内 。者 是 内 府 ・



大 宮 大 夫 ・ 新 中 納 言 ・ 左 兵 衛 督 ・ 左 京 大 夫 ・ 左 大 弁 参
二
着 陣 座

一
。

其 後 右 大 将 ・ 春 宮 大 夫 ・ 左 衛 門 督 本 自
レ
日 候

レ
内 。参 入 。内 府 被

レ

下
二
文 書

一
。件 書 調 度 文 書 極 多 。忽 難

二
見 書

一
。仍 人 々 或 見

二
大 略

一
、

或 不
レ
見 之 。明 法 博 士 有 真 重 勘

二
申 尾 張 国 司 目 代 高 季 罪 名

一
事 。大

宋 国 皇 帝 被
レ
献 物 可

レ
有

二
答 信

一
否 、 并 其 返 牒 可

二
何 様

一
事 乎 事 。 又

太 宰 府 申 請 遣
二
高 麗 返 牒 等

一
事 。 又 前 大 弐 経 平 事 等 也 。 春 宮 大 夫

者 経 平 事 以 前 退 出 了 。 暁 更 事 了 。 左 大 弁 執 筆 。  

 

史 料 『 朝 野 群 載 』 巻 二 十  異 国  

日 本 国 大 宰 府 牒  高 麗 国 礼 賓 省  

却
二
廻 方 物 等

一
事  

牒 、得
二
彼 省 牒

一
偁 、当 省 伏 奉

二
聖 旨

一
、仍 収

二
領 疋 段 麝 香

一
者 。如

レ

牒 者 、貴 国 犯
二
霧 露 於 燕 寝 之 中

一
、求

二
医 療 於 鼇 波 之 外

一
、望

レ
風 想

レ
徳 、 能 不

二
依 々

一
。 抑 牒 状 之 詞 、 頗 睽

二
故 事

一
。 改

二
処 分

一
而 曰

二
聖

旨
一
、 非

二
蕃 王 可

一 レ
称 。 宅

二
遐 陬

一
而 跨

二
上 邦

一
、 誠 彝 倫 攸

レ
斁 。 況

亦 託
二
商 人 之 旅 艇

一
、寄

二
殊 俗 之 単 書

一
、執 圭 之 使 不

レ
至 、封 函 之 礼

既 虧 。 双 魚 猶 難
レ
達

二
鳳 池 之 月

一
、 扁 鵲 何 得

レ
入

二
鶏 林 之 雲

一
。 凡 厥

方 物 、 皆 従
二
却 廻

一
。 今 以

レ
状 牒 、 々 到 准

レ
状 。 故 牒 。  

承 暦 四 年  月  日  

 

史 料 『 本 朝 続 文 粋 』 巻 第 十 一  牒  

日 本 国 太 宰 府 牒  高 麗 国 礼 賓 省  

却
二
廻 方 物 等

一
事  

牒 、得
二
彼 省 牒

一
偁 、当 省 伏 奉

二
聖 旨

一
、訪 聞 、貴 国 有

下
能 理

二
療 風

一

疾 医 人
上
。 今 因

二
商 客 王 則 貞 廻 帰 次

一
、 仰 、 因

レ
便 道

レ
牒 、 及

二
於 王

則 貞 処
一
、 説

二
示 風 疾 縁 由

一
。 請

二
彼 処

一
、 選

二
択 上 等 医 人

一
、 於

二
来

年 早 春
一
、 発 送 到 来 。 理

二
療 風 疾

一
、 若 見

二
功 効

一
、 定 不

二
軽 酬

一
者 。

今 先 送
二
華 錦 、及 大 綾 ・ 中 綾 各 一 十 段 、麝 香 一 十 臍

一
、分

二
附 王 則

貞
一
、賚 持 将

レ
去

二
知 大 宰 府 官 員 処

一
、且 充

二
信 義

一
。到 可

二
収 領

一
者 。

牒 具 如
レ
前 。 当 省 所

レ
奉 聖 旨 、 備 録 在

レ
前 。 請 貴 府 有

下
端 的 能 療

二



風 疾
一
好 医 人

上
、 許 容 発 送 前 来 、 仍 収

二
領 疋 段 麝 香

一
者 。 如

レ
牒 者 、

貴 国 権 盟 之 後 、数 逾
二
千 祀

一
。和 親 之 義 、長 垂

二
百 王

一
。方 今 、犯

二

霧 露 於 燕 寝 之 中
一
、求

二
医 療 於 鼇 波 之 外

一
、望

レ
風 懐 想 、能 不

二
依 々

一
。 抑 牒 状 之 詞 、 頗 睽

二
故 事

一
。 改

二
処 分

一
而 曰

二
聖 旨

一
、 非

二
蕃 王 可

一 レ
称 。 宅

二
遐 陬

一
而 跨

二
上 邦

一
、 誠 彝 倫 攸

レ
斁 。 況 亦 託

二
商 人 之 旅 艇

一
、寄

二
殊 俗 之 単 書

一
、執 圭 之 使 不

レ
到 、封 函 之 礼 既 虧 。双 魚 猶 難

レ

達
二
鳳 池 之 月

一
、扁 鵲 何 得

レ
入

二
鶏 林 之 雲

一
。凡 厥 方 物 、皆 従

二
却 廻

一
。

今 以
レ
状 牒 、 々 到 准

レ
状 。 故 牒 。  

承 暦 四 年  月  日  

 

  史 料 『 江 談 抄 』 第 五 ― 七 三  都 督 自 讃 事  

被
レ
命 云 、倩 案

二
物 情

一
、云

二
官 爵

一
云

二
福 禄

一
、皆 以

二
文 道 之 徳

一
所

レ

経 也 。何 況 才 芸 名 誉 殆 過
二
於 中 古 之 人

一
所

二
思 給

一
也 。雖

レ
似

二
自 賛

一

又 非
レ
無

レ
謂 。 於

二
寿 命

一
者 及

二
七 十

一
事 、 近 代 之 難

レ
有 之 事 也 。 非

二

短 寿 之 類
一
。 顔 回 至 聖 僅 三 十 歟 。 仍 世 間 事 全 無

レ
所

レ
思 シ 。 只 所

二

遺 恨
一
< ハ >不

レ
歴

二
蔵 人 頭

一
< ト >子 孫 <カ >和 呂 ク テ ヤ ミ ヌ ル ト ナ

リ 。 足 下 ナ ト ノ 様 ナ ル 子 孫 ア ラ マ シ カ ハ 、 何 事 ヲ カ 思 侍 ラ マ シ 。

家 之 文 書 、 道 之 秘 事 、 皆 以 欲
二
煙 滅

一
也 。 就 中 史 書 ・ 全 経 秘 説 徒 <

ニ テ >欲
レ
滅 也 。 無

二
委 授 之 人

一
。 貴 下 <ニ >少 々 欲

二
語 申

一
。 如 何 。

答 云 、 生 中 之 慶 、 何 以 如 之 乎 。 被
レ
答 云 、 史 記 爛 脱 <ハ >只 三 巻 也

<本 紀 第 一 、 第 四 、 第 五 伝 也 >。 後 漢 書 <ニ ハ >廿 八 将 論 也 <共 有
レ

注 有
二
別 紙

一
>。 被

レ
談 云 、 菅 三 品 所

レ
被

レ
作 老 閑 行 、 能 被

二
心 得

一
如

何 。答 云 、未
二
得 心

一
。但 粗 依

二
先 父 之 談 説

一
、纔 置

二
文 字

一
之 様 所

二

承 知
一
也 。自

二
昼 夜 各 一 字

一
、可

レ
至

レ
数

二
十 、廿 之 字

一
歟 <云 々 >。被

レ
談 云 、 然 也 。 譬 如

二
扇 本 末

一
也 。 件 行 <ハ >文 時 <乃 >三 ケ 年 之 間 、

時 而 懈 所
二
案 作

一
也 。草 之 後 先 令

レ
見

二
順 許 之 処

一
、順 見 之 、一 夜 之

中 令
レ
和 令

レ
送

二
文 時 許

一
<云 々 >。 文 時 大 令

レ
歎 示

二
給 不 覚 人 之 由

一
。

時 人 又 以 難 之 傾 之 。其 故 <ハ >不
二
体 凡

一
、只 無

レ
念 也 。又 無

二
其 憚

一
。

一 々 遺 恨 也 。 又 被
レ
談 云 、 文 時 <モ >頗 順 <ヲ ハ >不

レ
受 <ケ ル >歟 。

順 所
レ
作 河 原 院 賦 <ヲ >文 時 見 <天 >云 、文 体 無

二
過 失

一
歟 。但 賦 体 ニ



ハ ア ラ ス 。自
二
中 間

一
之 奥 ハ 已 非

二
賦 之 文 章

一
。<ナ ニ ワ サ シ タ ル ソ

ト >被
レ
云 <ケ ル >。 <サ 天 >此 賦 我 見 <ト >順 <ニ ハ >不

レ
令

レ
聞 <ト ソ >

被
レ
云 ケ ル 。  

 

史 料 『 江 談 抄 』 第 五 ― 七 四  都 督 自 讃 事  

都 督 又 云 、 取
レ
身 自 賛 有

二
十 余

一
。 其 中 、 八 歳 通

二
史 記

一
<四 歳 読

レ

書 >。 十 六 歳 作
二
秋 日 閑 居 賦

一
。 其 一 句 云 、 李 広 漢 室 之 飛 将 也 。 卜

二
宅 於 隴 山

一
。 范 蠡 越 国 之 賢 相 也 。 避

二
禄 於 湖 水

一
<云 々 >。 明 衡 朝

臣 深 以 感 之 。 又 落 葉 埋
二
泉 石

一
詩 、 羊 子 碑 文 嵐 裏 隠 。 淮 南 薬 色 浪

中 深 <云 々 >。 安 楽 寺 御 殿 鳴 序 一 句 曰 、 尭 女 廟 荒 、 春 竹 染
二
一 掬 之

涙
一
。徐 君 墓 古 、秋 松 懸

二
三 尺 之 霜

一
雖 。雖

レ
垂

二
異 代 之 名

一
、皆 非

二

同 日 之 論
一
<云 々 >。 又 云 、 自

二
高 麗

一
申

二
医 師

一
返 牒 云 、 双 魚 猶 難

レ

達
二
鳳 池 之 月

一
、扁 鵲 何 得

レ
入

二
鶏 林 之 雲

一
。是 則 承 暦 四 年 事 也 。其

後 赴
二
鎮 西

一
之 日 、 宋 朝 賈 人 云 、 宋 天 子 有

二
鍾 愛 賞 翫

一
之 句 、 以

二

百 金
一
換

二
一 篇 之 句

一
也 。  

 

史 料 『 続 古 事 談 』 巻 二  十 二 話  

む か し 、高 麗 国 王 、悪 瘡 を や み て 、日 本 の 名 医 雅 忠 を 給 は ら ん と

申 た り け り 。此 事 、陣 の さ だ め に 及 て 、さ ま ゞ ゝ に 沙 汰 あ り け る

に 、帥 大 納 言 <経 信 >申 云 、高 麗 の 王 、悪 瘡 や み て し な ん 、日 本 の

た め な に く る し と い は れ た り け る 一 言 に 事 定 ま り て 、つ か は す べ

か ら ず と 云 事 に 成 に け り 。さ て 返 牒 い か ゞ い ふ べ き と い ふ さ だ め

に は 、此 事 、え 申 さ じ を さ ず 、と い ふ べ し と て 、匡 房 卿 、其 状 を

か き け る に 、申 と を さ ぬ よ し を か き お ぼ せ ず し て 、二 た び ま で か

へ さ れ に け り 。第 三 度 に 双 魚 難
レ
達

二
鳳 池 之 月

一
、扁 鵲 何 入 鶏 林 之

雲 と 云 秀 句 か き た り け る た び 、 め で の ゝ し り て つ か は さ れ に け

り 。 後 に 彼 国 の 商 人 来 け る が 、 此 句 を 紳 に 書 し て こ そ 来 り け れ 。

人 ご と に か く か き て も た る と な ん 云 け る 。  

 

史 料 『 古 今 著 聞 集 』 巻 第 四  文 学 第 五  大 江 匡 房 高 麗 へ の 返 牒 に 秀



句 の 事  

白 河 院 御 時 、高 麗 国 よ り 医 師 を 申 た り け る に 、つ か は す べ き よ し

沙 汰 あ り け る に 、殿 下 御 夢 想 の 事 あ り て 、つ か は す ま じ き に な り

に け り 。返 牒 を 匡 房 卿 か き け る に 、双 魚 難
レ
達

二
鳳 池 之 波

一
、扁 鵲

豈 入
二
鶏 林 之 雲

一
。 こ の 句 こ と な る 秀 句 に て 、 よ の 人 ほ め の ゝ り

け り 。  

 

史 料 『 十 訓 抄 』 上  一 の 二 十 一  

（ 上 略 ）唐 の 后 、悪 し き 瘡 い で き 給 ひ て 、そ の 国 の 医 師 、力 及 ば

ざ り け れ ば 、日 本 に 雅 忠 と い う ふ 、い み じ き 医 師 あ り と 伝 へ 聞 き

給 ひ て 、こ れ を 渡 さ る べ き 由 、唐 の 帝 よ り 申 し 送 り 給 へ り け る に 、

や り や ら ず の こ と 、公 卿 の 御 定 め あ り け り 。人 々 申 す や う 心 々 に

て 、定 ま り え ざ り け る に 、帥 民 部 卿 経 信 卿 、と ば か り 待 た れ て 参

り て 、 こ と の 次 第 聞 き て 、 唐 の 后 の 死 な む 、 日 本 に な に 苦 し と 、

た だ 一 言 い は れ た り け れ ば 、こ の 意 見 に 付 き て 、渡 さ る ま じ き に

定 ま り に け り 。  

 さ て 、 そ の 返 牒 は 、 匡 房 承 り て ぞ 書 か れ け る 。  

双 魚 難
レ
達

二
鳳 池 之 浪

一
   双 魚 、 鳳 池 の 浪 に 達 し 難 し  

扁 鵲 豈 入
二
鶏 林 之 雲

一
  扁 鵲 、 豈 に 鶏 林 の 雲 に 入 ら む や  

こ の 句 を ば 、 和 漢 と も に ほ め か へ り け る と ぞ 。  

 昔 、反 正 天 皇 、か く れ 給 ひ て 後 、御 弟 の 允 恭 天 皇 、い ま だ 皇 子

に お は し け る 時 、久 し く 篤 疾 に し づ み 給 へ り け れ ど も 、群 臣 、あ

な が ち に す す め 申 す に よ つ て 、 位 に つ き 給 ひ に け り 。 そ の の ち 、

使 を 新 羅 に 遣 は し て 、か の 国 の 医 師 を む か へ よ せ て 、御 病 を つ く

ろ は る る に 、ほ ど な く 悆 え に け り 。こ と に 賞 し 給 ひ て 、本 国 へ 帰

し や ら れ け り 。  

 そ の た め し 、 聞 き 及 び 給 ひ て 、 異 国 よ り も 申 し 送 り け る に や 。 

 

史 料『 延 慶 本  平 家 物 語 』三 ― 二 十 一  小 松 殿 熊 野 詣 事 (汲 古 書 院 本 ) 

（ 上 略 ） 近 於
二
本 朝 <ニ >

一
者 、 三 条 院 ノ 御 時 、 典 薬 頭 雅 忠 ト 云 医



師 ア リ キ 。 難
レ
<キ >癒 病 ヲ イ ヤ シ 、 難 <キ >生 命 ヲ 生 シ カ バ 、 時 ノ

人 、薬 師 如 来 ノ 化 身 歟 、将 又 耆 婆 ガ 再 誕 歟 ト 疑 フ 。身 ハ 本 朝 ニ 居

ナ ガ ラ 、名 ヲ 唐 朝 ニ 施 シ ケ リ 。其 比 異 国 ノ 后 悪 瘡 ヲ 煩 フ 事 歳 久 シ 。

時 ニ 異 国 ノ 名 医 等 医 術 ヲ 究 メ 雖
レ
致

二
<ト >療 治 <ヲ >

一
効 験 ナ カ リ

シ カ バ 、 雅 忠 ヲ 可
レ
被

レ
渡 之 由 、 異 国 ノ 牒 状 ア リ 。 本 朝 希 代 ノ 勝

事 タ ル ニ 依 テ 、公 卿 僉 議 度 々 ニ 及 ブ 。凡 ソ 大 国 ノ 請 ニ 預 ル 事 、本

朝 ノ 珍 事 、雅 忠 ガ 面 目 也 。雖
レ
然 渡 唐 ハ 全 ク 不

レ
可

レ
然 。夫 医 療 ニ

無
二
効 験

一
者 、 本 朝 之 恥 辱 也 。 医 療 ニ 有 得 験 者 、 大 国 ノ 医 道 此 時

ニ 永 可
レ
絶 <ヌ >。 就

レ
中 他 国 ノ 后 死 ム 事 、 本 朝 ノ 為 <メ >何 ノ 苦 ミ

カ 有 ベ キ ト 、帥 民 部 卿 経 信 卿 ノ 意 見 ニ 定 メ 申 サ レ ケ レ バ 、尤 ト テ 、

渡 サ ル マ ジ キ ニ 成 ニ ケ リ 。其 時 江 中 納 言 匡 房 卿 、大 宰 権 帥 ニ テ 宰

府 ニ 止 住 之 間 、 依
レ
有

二
僉 議

一
不

レ
及

二
上 覧 <ニ >

一
シ テ 、 私 ニ 可

レ
有

二

返 答
一
之 由 被

二
仰 下

一
ケ レ バ 、 匡 房 牒 詩 ニ 云 ク 、  

双 魚 未 <ダ >
レ
達

二
鳳 池 之 波 <ヲ >

一
、 扁 鵲 豈 <ニ >入

二
<ン ヤ >鶴 林 之

雲
一
<ニ >  

ト カ キ テ 、 被
レ
渡 ニ ケ リ 。 凡 ソ 此 条 、 和 漢 両 朝 ノ 感 歎 ア リ ケ ル ト

カ ヤ 。但 シ 昔 <シ >仁 徳 天 皇 ノ 第 四 御 子 反 正 天 皇 崩 御 之 後 、允 恭 天

皇 未 ダ 皇 子 ニ テ 御 坐 シ 時 、久 ク 篤 疵 ヲ ナ ヤ ミ 給 ケ ル ヲ 、群 臣 強 ニ

勧 メ 申 ニ 依 テ 、御 即 位 有 ケ リ 。本 朝 ノ 医 師 術 尽 ニ ケ レ バ 、其 後 御

使 ヲ 新 羅 国 エ 遣 シ テ 、彼 ノ 国 ノ 医 師 ヲ 迎 ヘ テ 、御 悩 ヲ 治 セ サ セ 御

坐 ケ ル ニ 、無 程 イ ヘ ニ ケ レ バ 、殊 ニ 是 ヲ 賞 ゼ サ セ マ シ 々 々 テ 、被

二
返 <シ >送

一
ニ ケ リ 。 是 則 本 朝 第 一 ノ 不 覚 、 異 朝 無 並 ノ 嘲 弄 也 。

彼 ノ 例 ヲ 聞 及 テ 、 異 国 ヨ リ モ 典 薬 頭 雅 忠 ヲ モ 可
レ
被

レ
渡 <サ >之 由

強 ニ 申 送 ラ レ ケ ル ト 聞 ヘ シ カ ド モ 、江 中 納 言 ノ 計 申 サ ル 々 旨 、無

二
左 右

一
カ リ ケ レ バ 、 不

レ
被

レ
渡 シ テ 止 ニ ケ リ 。 （ 下 略 ）  

以 上  

 


